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The A/umni Association of Osaka E/ectro-Communication University 

れた「平成29年度通常総会・合同懇親会J
coo;，と@1、2、3号館に固まれた「中庭会場Jでの光景

Q;l3号館のレストランの「屋内会場」での懇親光景



母校・四篠畷キャンパス(1号館)

での見学光景

「未来へ飛朔」をテーマlこ「友電会通常総会・合

同懇親会」は、平成29年6月17日(土)午前11時か

ら母校・四傑畷キャンパスで開催されました。同時

にクラブ同窓会の総会、母校・教職員OB会「緑樹

会」の年次報告会も聞かれました。当日は「梅雨」

の真っ最中にもかかわらず「晴天」に恵まれ、友電

会はもとよりクラブ同窓会会員をはじめ、緑樹会の

恩師など退職された教職員、母校学園の教職員など

メディア合同研究所Jでの見学

「平成29年度総会・合同懇親会」一四僚畷キャンパスで開催
@記念写真一緑樹会・母校学園教職員・友電会5期生以上記念写真 ⑤友電会6期生以下、学生



「未来ヘ飛朔」をテーマに

「友電会総会・合同懇親会」開催

-四傑畷キャンパスの「見学会」

四傑畷キャンパスの「見学会」は、

午前11時10分から約40名が参加し

て開催されました。参加者は2班に

分かれ、「臨床工学実習室」とJIAMS

(ジェイムズH先端マルチメディア

合同研究所」を見学しました。

「臨床工学実習室Jは8号館にあ

り、手術室、 ICU(集中治療室)、人

工透析室など実際に医療現場で使わ

れている施設が再現されています。

また、人工心肺装置などの操作技術

を実践的に学べるようになっていま

す。さらに、電気メスや超音波診断

装置など医療設備の安全管理技術に

ついても学べます。

学生が電気メスを使用して披露す

るなど、実習室を丁寧に紹介、説明

して頂きました。見学者からは「電

気メスは何ボルトを使用している

の」といった質問も飛び出していま

した。

JIAMS (ジェイムズ)1先端マルチ

メディア合同研究所」は、 7号館に

あります。プ口の制作や先進的な研

究の場として活用されている先端的

な施設です。現場の最前線で活躍す

るプ口スタッフが管理・運営するこ

とで「プ口の仕事Jを誘致し、「プ口

の仕事」を生きた教材として学べる

創造性と刺激に満ちた空間です。

JIAMSには、最高品質でのリアル

映像システム「映像編集スタジオ」、

充実した MAレコーデイングシステ

ム「音楽編集スタジオ」、クリ工イ

ティブな映像表現を追求できる rCG

スタジオ」、撮影・録音・編集・放送

をこなせるオールインスタジオ「サ

テライトスタジオJ、アニメーショ

ンの新時代を切り拓く最新テクノロ

ジーの「モーションキャプチャース

タジオ」、そして950名を収容できる

デジタル文化シアター「多目的ホー

ルJ(コナミホール)があります。

ここでも最新の映像・音楽に関す

る技術などについて説明がありまし

た。

.友電会通常総会

午後1時から2号館107教室で「平

成29年度大阪電気通信大学友電会

通常総会」が開催されました。

通常総会は竹田治英(F19)評議員

(クラブ同窓会会長)を議長に選出

し、第1号議案から第6号議案「平

成 29年度評議員案Jについて審議

し、全6議案が賛成多数で承認され

ました。

なお、会誌127号15ページから 19

ページに掲載されている「一般社団

法人 大阪電気通信大学友電会定款

(案)Jについては、友電会の大きな

転換期に当たるため法人定款はもと

より、活動方針などを検討し、来年

度の通常総会に提出することにして

います。

また、同時刻に2号館110教室で

母校教職員のOB会「緑樹会」の「年

次報告会」が開催されました。

(1友電会総会」の記事参照)

.記念講演会

午後2時から2号館107教室で、母

校の総合情報学部長魚井宏高教授

が「総合情報学部と四傑畷キャンパ

スの歩み」をテーマに講演しまし

た。

会場には緑樹会の会員をはじめ母

校関係者、クラブ同窓会、友電会の

.総会・合同懇親会当日の

「タイムスケジュール」

11 : 00 ""' 受付開始

11: 1 0 ""' 11 : 40 クラブ同窓会総会

11・10""'12:10

四係畷キャンパス施設見学会

12 : 1 0 ""' 12 : 45 昼食会

13: 00 ""' 13 : 50 友電会通常総会

13: 00 ""' 13: 50 緑樹会年次報告会

14・00""' 14 : 50 記念講演会

15 : 00 ""' 17 : 00 

緑樹会、クラブ同窓会、友電会の
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.緑樹会・クラブ同窓会・友電会の

合同懇親会

「平成29年度大阪電気通信大学

緑樹会・クラブ同窓会・友電会 合

同懇親会」は、午後3時から 1号館、

2号館、 3号館に固まれた中庭を中心

に、中庭から続く 3号館1階の生協

レストランで開催されました。

合同懇親会には緑樹会はもとよ

り、母校学園関係者、そしてクラブ

同窓会、友電会会員など約160名が

出席。家族連れの姿も多くみられま

した。

友電会の福田武(E02)会長は主催

者を代表して、出席へのお礼を述べ

るとともに「本日は晴天に恵まれま

した。青空の下で杯を交わしなが

ら、学生時代の思い出話しゃ思師と

語り合って、大いに楽しんでくださ

L リとあいさつ。

宴は続き、午後5時前に大学歌を

斉唱して記念写真に納まり、来年度

の総会での再会を約し、散会しまし

た。

(1緑樹会・クラブ同窓会・友電会

合同懇親会」の記事を参照)
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大学 電子工学・通信工学を中心とする

大学の象徴として、原子内電子軌

学章 道を図案化したものをパックに、

f、--'Lィつ「大学Jを白按き文字で配してl¥ 

~見込比具/ る。この純白は、清廉・潔白な人材

濁の育…と引こめられ
Uc..r'司〓てつくられた。

会誌購読のお願い

.購読料 2年間 1.000円
友電会では、会員諸氏相互の“情報・交

流・親睦の場"として、会誌「ゅうでんかい」

を発刊しています。

なお、卒業後3年間は、無料です。また、

法人化入会金を納入されている方は無料

です。

会誌発送用の宛名の「記号」につい

(封筒の宛名シール)

購読の残年数

(この場合は、「あと 1年」です)

友電会会員番号 / 

/ E01 ~足下
~一一\} \\

卒業

(この場合 (この場合
電子工学斜期生)

.編集後記

.来年・平成30年度の「友電会通常総会」は、平成

30年6月23日(土)、母校 ・寝屋川キャンパスを予

定しています。テーマは、来年度総会で友電会の「一

般社団法人」を目指しているところから「新たなス

ター卜Jにしました。皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

.総会では、「記念講演会」を予定しています。「出

席者が聞きたLリと思われる内容を検討していま

す。お楽しみにしてください。

.平成30年度総会の詳細につきましては、5月上旬

発行予定の会誌「ゅうでんかいJ129号、友電会ホー

ムペジをご覧ください。会友お誘いのうえ、ご家族

連れでの出席をお待ちしています。学生の皆さんの

出席も大歓迎です。もちろん、会費は無料です。

.今号は、「卒業生・新入生」特集号です。このた

め、友電会活動の紹介、母校に関係ある記事が中心

となっています。支部総会など友電会関係の記事は

5月上旬発行の会誌に掲載します。

友電会のホームページに「友電会掲示板J
コーナーがあります。会員の皆さんからの自由

な意見を掲載、同窓の集いの広場になればと

思っています。母校発展に寄与する建設的なア

イデアや近況報告などをお寄せ下さい.。



-友電会会長あいさつ

「同窓の紳」と「母校と連携」を/

大阪電気通信大学

友電会会長
福田武CE02)

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。

新入学生の皆さん、入学おめでとうございます。 とを期待しています。

同窓会「友電会Jを代表してお祝い申し上げます。

友電会は、昭和40年第1期生卒業時に発足し 54 ・卒業生の皆さん!

回を迎えます。目的は会員相互の親睦を図るととも

に、母校と密接に連携しながら、大学の繁栄に協力、

支援することであります。

会員は、昨年の卒業生で5万人を超え、国内外に

おいて、電気通信はもとより医療福祉及び情報関

連、デジタA・ゲームなどを中心に技術、経営、官

僚及び教育等多種多様な分野で活躍しています。ま

た、支部は大阪支部及び東京支部をはじめ17支部

あり、さらに支部の設置を奨励していますが、それ

ぞれ独自の講演や見学等の研修会、地域支援及び学

生支援の活動をしながら会員の親睦を図っていま

す。

本部では、毎年6月に「通常総会・懇親会」を開

催し、親睦会は母校を退職された方々の同窓会「緑

樹会(みどりかい)Jと「クラブ同窓会」との3団体

合同で行い、会員はもとより恩師の先生、職員の

方々も多数参加されます。また、地域社会への貢献

活動として学生の支援を得て「ロボッ卜教室Jを催

し、学内では卒研室対抗ソフトボール大会の開催、

クラブ活動の支援、研究・制作の奨励及び各種寄贈

など学生に対する支援を推進しています。

キャリア教育としては、 08講師の派遣、 08教

職員と将来教職関係を目指す学生との「教育懇話

会J、08企業家間交流の「企業家同友会」による

就職支援のための意見交換会等を通じて、各業界の

豊富な経験を活用した事業も行っています。

このような各種事業をより円滑に支援するため、

半世紀に亘るこの大きな組織を「親睦」だけではな

く、法の下での組織として管理、運営する必要があ

ります。そのため、 30数年に亘って念願でありまし

た法人化を推進するため、「法人化委員会」を設置

し、定款を制定するなど、「一般社団法人」化への

準備をしています。今後ますます充実した管理の基

に大学の繁栄に寄与し、同窓の鮮がより強くなるこ

卒業後は、社会の一員として各方面で活躍され

る事と思いますが、我々同窓は同種業界の中に

あって出会いが多くあり、「おお!電通大出身ゃっ

たんかリとよく確認し合った事を聞きます。社

会の一員として、また同窓の一員として、本部・支

部の活動や大学が主催するホーム力ミングデ一(卒

業生の集L¥)に参加し、同窓の鮮を深めるととも

に、社会の実務教育として、活用していただけれ

ばと思います。また後輩の育成にも寄与できるよ

う若いエネルギーが必要ですので、ぜひ本部や支

部の事業に参加していただくよう宜しくお願いし

ます。

.新入学生の皆さん!

新入生の皆さんが有意義で、のびのびと勉学に

励むことができ、また学生生活の良い思い出がで

きますような環境作りを支援しています。

まず、昨年の「卒研室対抗ソフトポーA大会」で

は26チーム、約400名の学生、先生が参加し、大

いに盛り上がり、楽しんでいただきました。また

「なわてんJ(総合情報学部卒業研究展)では「友

電会賞J(3件)を設けるとともに、「東京ゲーム

ショー」に出展する「学生を激励する会」を催す

など、4年間の学習の研究・制作を応援しています。

また、安心して学べるように「奨学金制度」や

無利子による「短期貸付制度」も設けています。さ

らに給付奨学金も計画していますので大いに活用

してください。

今後とも、新入学生の皆さんが有意義な学生生

活が送れるような事業、支援活動を順次展開しま

すので、ご期待ください。

会員諸氏におかれましては、友電会の事業、活

動についてご理解をいただき、ますますのご支援

とご協力をお願い致します。
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-平成29年度通常総会

あいさっする 平成29年度通常総会 通常総会の成立条件 第1号議案等を説明・ 監査報告する 司会の中田亮生

(032)友電会理事

(母校の先生)

福田武(E02)友電 の議長・竹田治英 について説明する 報告する 池田清(105)友電会
.6..c与E里==.IX. (F19)友電会評議員 柴垣佳明(D33)友電 川口明良(F04)友電会 監事

(クラブ同窓会会長) 会事務局長 事業部長

平成29年度「友電会通常総会」開催
平成29年度の「大阪電気通信大学 電会にとって大きな転換期となるた とみなすJことが決まっています。

友電会通常総会」は平成29年6月17 め、基礎となる定款を含め、法人化 柴垣事務局長は、「会員現在総数

日(土)午後1時から、母校・四候畷 後の会の活動内容などの方針につい は5万206名で、成立条件は251名

キャンパス2号館1階のf2-107教室J てもっと検討していきたい。来年度 です」とし、「本日の会場への出席者

で開催されました。総会は友電会会 の通常総会に提出し、実現するよう は81名、委任状は、返信ハガキ218

誌「ゅうでんかいJ127号の8ページ に頑張りたL¥Jと語り、また、平成 名、 FAX57名、電子メール 140名で、

から14ページに掲載の第1号議案か 28年度のトピックスは「友電会大阪 総計496名です。よって、本日の通

ら第6号議案まで説明・報告の後、審 支部が誕生したこと」をあげていま 常総会は成立していますJと報告し

議した結果、全議案が承認されまし す。 ました。

た。

通常総会に先立って、友電会の福 .平成29年度通常総会 .議長の選出

田武(E02)会長があいさつに立ち、 通常総会は、中田亮生(032)友電 引き続いて、議長の選出に移り、

出席へのお礼を述べるとともに、 会理事(母校の先生)の司会で開会し 中国司会か、立候補者を募ったところ

「会長になってから1年、早いもので ました。 応募者がなく、友電会事務局から竹

す」と語り、この 1年間を振り返り はじめに柴垣佳明(033)友電会事 田治英(F19)友電会評議員(クラブ同

ました。 務局長は「平成29年度友電会通常総 窓会会長)の推薦があり、全会一致

会誌127号の15ページから19ぺ一 会」の成立条件に付いて説明。友電 で承認されました。

ジに掲載されている「法人化への定 会定款第33条で「会員現在総数の 竹田議長は、「ただいまより、平成

款案J(一般社団法人大阪電気通信 200分の1以上出席しなければ、その 29年度大阪電気通信大学友電会通常

大学友電会定款(案))でもわかるよ 議事を聞き議決することは出来な 総会を開催します」と力強く宣言し

うに、友電会の法人化について審議 Lリとあり、ただし、「当該事項に書 ました。

し、定款の作成を行ってきました。 面をもって、あらかじめ意志を表示

しかし、今回の通常総会に議案と した者は出席者とみなす」とありま .通常総会審議

して提出しなかったことについて す。また、電子メールでの返信も所 審議は第1号議案から第3号議案

は、「本当なら提出したかったが、友 定の条件を満たしていれば「出席者 まで、第4号議案と第5号議案、第
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6号議案の3回に分けて説明・報告 議長は、ここで第1号議案から第 平成29年度友電会通常総会会場の光景

し、その都度審議し了承を求めるこ 3号議案について「承認Jを求めた

とになりました。 ところ、大多数で承認されました。 していたため、このような結果にな

第1号議案の「平成28年度事業報 第4号議案の「平成29年度事業計 りました」としています。

告」については、友電会の事業部会 画案」では、川旧部会長が会誌の11 また、友電会役員ついては、今年

長・JI旧明良CF04)理事が会誌127号 ページに掲載された内容に基づいて 度は改選年度ではなく、全員が留任

の8ページに掲載された同案に基づ 説明・報告、第5号議案の「平成29 となり、福田会長は「平成29年度も

いて説明報告しました。ここで、川 年度収支予算案」については柴垣事 前年同様に、同じ顔ぶれの役員で頑

口部会長は「平成28年度は昨年 12 務局長が会誌の 12ページに掲載さ 張っていきますJと述べ、協力を要

月、母校のおひざ元となる大阪に れている同議案について説明・報告 請しました。

『支部』が誕生したことです。今後は しました。 第6号議案も承認され、これで第

活発な活動を通じて友電会はもとよ 議長が第4号議案と第5号議案に 1号議案から第6号議案まで提出さ

り、母校の発展に期待したしリと述 ついて「承認Jを求めたところ、大 れた全ての議案が承認されました。

べました。 多数で「承認Jされました。

引き続き、第2号議案の「平成28 第6号議案の「平成29年度評議員 ここで、質問や提案のコーナーが

年度収支決算報告」を特別会計、貸 変更案Jについては、福田会長が会 設けられ、母校の発展の一環として

借対照表や財産目録などを含めて、 誌 14ページに掲載の同議案につい 「在学生に対する友電会からの支援

柴垣事務局長が会誌9、10ページに て説明・報告しました。 としての案を作成してほししリなど

掲載された同議案にもとづいて説明 福田会長は、「新任が10名、死亡 の提案がありました。また、来年4

報告。第3号議案の「平成28年度一 退任が1名、 37名が退任し、平成29 月から母校に「建築」と「ゲーム」の

般会計剰余金処分案」についても説 年度の評議員は 193名となりまし 2分野の新学制が誕生する予定であ

明・報告しました。 た」と報告。退任者か、多かったこと り、これらに対する友電会としての

池田清CI 05)友電会監事は、「平成 について「評議員会の開催通知を出 協力体制などについての意見があり

28年度事業報告書、平成28年度収支 しでも返信のない評議員が多く、改 ました。

決算報告書および、関係書類を監査し めて『継続』か『退任』を求めまし 竹田議長は、「平成29年度大阪電

た結果、適正に執行されていること た。「退任」の返答が多かったととも 気通信大学友電会通常総会」の閉会

を認めます」と報告しました。 に、返信がなかった場合は「退任Jと を宣言し、総会は閉会しました。
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大阪電気通信大学友電会

平成29年度通常総会議事録

-日時平成29年6月17日(土) 13 : 00 '" 14: 30 

・場所大阪電気通信大学四候畷キャンパス 2-107 

・総出席者数 496 名

【議案〕

.審議事項

1.第1号議案平成28年度事業報告

2.第2号議案平成28年度収支決算報告

3.第3号議案平成28年度一般会計剰余金処分案

4.第4号議案平成29年度事業計画案

5.第5号議案平成29年度収支予算案

6.第6号議案平成29年度評議員案

-出席者数 81名

.委任状提出者数

Fax 57名、郵送 (持参含)218名

Web 140名 合計 415名

[成立条件】

柴垣事務局長は、友電会定款第33条で「総会は、会員

現在総数の200分の1以上出席...Jとあり、平成29年4

月1日現在総数50，206名で成立要件251名以上の出席が

必要である。現在出席者数は81名、委任状415名、計496

名で総会は成立しているとした。

司会の中田理事が議長への立候補を募ったところ立候

補者はなく、事務局から依頼した第19期の竹田治英氏

CF19)に議長を務めて頂くことで出席者全員に承認され

た。

【議事録確認者】

定款第36条で、「…議事録は議長が作成し、議長およ

び出席代表2名以上が署名捺印のうえ、これを保存する」

とあるので議事録署名者として下記の方に依頼すること

を決定した。

「

に

に

ト

戸

ト

ト

英

明

男

台

英
田

本

藤

竹

藤

工

長議

【議事内容】

1 .第1号から 3号議案までの審議

・議長は、第1号議案から第3号議案までを一括審議す

ると述べ、議案の説明を求めた。

• J I旧事業部会長は、第1号議案の「平成28年度事業報

告」について会誌127号8頁に基づき、大阪支部の設

立、教育懇話会・企業家同友会・ロボッ卜講習会の実

施、友電会ホームページのリニューアル等について説

明を行った。

・柴垣事務局長は、第2号議案の 「平成28年度収支決算

報告」 について会誌127号9頁に基づき、会費収入、事

業・広報部活動や法人化委員会の開催等による予算執

行について説明を行った。続いて、第3号議案の「平

成28年度一般会計剰余金処分案」について、会誌127

号10頁に基づき説明を行った。

監査聾宣

友電会監事3名を代表して、池田監事より「平成28年

度友電会業務、財産運用、会計処理の監査の結果、事業

報告、収支決算報告、貸借対照表、財産目録は法令及び

友電会定款に従い、適正に示されていると認めるjとの

報告がなされた。

ここで、議長は第1号から3号議案について会場に質

問を求めた。

・辻CE04)氏より、「財産目録の監査はどのように行わ

れたのか」との質問があった。池田監事は、「銀行の

残高証明並びに各証書を確認した」と説明した。

・大角CE01)氏は、「財産目録の定期預金が三井住友銀行

に1億9，000万円預けられているが、他の銀行にも預

け、リスク分散をした方が良L¥Jとの意見があった。

柴垣事務局長は、「次年度検討します」と答えた。

ここで、議長は第1号から第3号議案までの承認を求

め、賛成多数で承認された。

2.第4号議案から第6号議案までの審議

・議長は、第4号議案から第6号議案までを一括審議す

ると述べ、議案説明を求めた。
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• } 11口事業部会長は、第4号議案の「平成29年度事業計

画案」について会誌127号11頁に基づき、「今年度も

友電会企業家同友会による産学連携・企業聞の交流活

動と教育懇話会ともども活発化する。また、大学の

ニーズに合ったキャリア教育の講師派遣体制を構築

し、さらには会員相互の親睦と連絡を充実させていき

たい」と説明した。

・柴垣事務局長は、第5号議案の「平成29年度収支予算

案Jについて会誌127号12頁に基づき、事務局体制お

よび広報活動の強化のため、今年度も常勤スタッフ雇

用のための人件費を設けること、長年使われなかった

「母校発展促進費」を廃止し、代わりに「教育・研究

推進費」を増額すること、今後の法人化式典や友電会

創立60周年等の記念事業のために積立金を設立する

こと等の説明を行った。

・福田会長は、第6号議案の「平成29年度友電会評議員

案Jについて、会誌127号14頁に基づき、「過去4年

間評議員会への出欠連絡の方37名を退任とし、新規

10名、死亡による退任1名による計193名である」と

説明した。

・また、福田会長は「今年度は役員の改選時期ではない

ので、会誌127号11頁のとおり、役員は昨年と同じで

ある」と説明した。また、「昨年の総会では、特に書

面では表さなかったが、口頭で指名した顧問は皆さん

に了解頂いているので、ここに書かれている8名の顧

問についてもよろしくお願いしたl¥Jと述べられた。

ここで、議長は第4号議案から第6号議案について会

場に質問を求めた。主に、以下の質疑が行われた。

・観野(E04)氏は、「今期の理事会で、学生への支援規定を

作り、その規定に基づき永続的な学生支援をお願いし

たい」と意見が述べられた。

-これに対して、福田会長は「現在、学生支援として、

貸与奨学金を行っているが、今後は給付型奨学金につ

いても検討したLリと述べられた。また、「最近では

女子バスケットポール部が府民大会で優勝する等して

いるので、このあたりの支援体制の規定を整備してい

きたしリと答えた。

・また観野(E04)氏より、「卒業生の連絡先を大学と協力

して把握する必要がある」との意見が出され、福田会

長は「大学では卒業時に住所変更も含めて連絡先を確

認しているので、そのようなデータも大学側と共有し

たい」と答えた。

・これに関連し、辻(E04)氏は「収支予算に挙げている

名簿作成費(台帳)はどのような作業がされているの

平成29年度友電会通常総会の光景

かJ質問があった。

・柴垣事務局長は、「会員名簿は外部業者が台帳管理し

ており、総会出欠票等により住所変更の連絡があれば

会員情報の追加・更新作業や、支部地域の会員名簿作

成等もしてもらっている」と答えた。

・また辻(E04)氏より、学史編纂調査費の具体的な内容

について質問があった。

・柴垣事務局長は、「総会やホーム力ミングデーでの記

録撮影、および昨年度であれば大阪支部設立総会、九

州支部による地震関係のイベントの取材費に使用され

た」と答えた。

・辻(E04)氏より、「学史というのは大学の歴史であり、

大学がやるべき事業であり、それを友電会が協力する

体制ではないのですね」との発言があり、柴垣事務局

長は、「将来はそのようにさせて頂きたLリと答えた。

ここで、議長は第4号から第6号議案までの承認を求

め、賛成多数で承認された。

続いて、報告事項の『法人化への定款案』について、

福田会長は「昨年度は、志村法人化委員長のもと定款案

作成が行われ、評議員会等で審議され、皆さんのご協力

で様々な意見が出てきました。この 1年で結論が出な

かったため、継続審議とさせて頂いています。会誌127

号15頁に法人化定款案の要旨、それ以降に定款案を掲

載していますので、皆様におかれましでも十分に内容を

みて頂き、何か意見等があれば事務局までご連絡頂きた

い。そして、一年後には皆様の満足のいく定款にし、法

人化の方向で進めていきたいので、こ支援ご協力をお願

いしたしリと述べた。

-最後に、議長はすべての議案が終了し、平成29年度

通常総会を閉会すると宣言した(14:30)。
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-友電会総会で・魚井先生が講演

魚井宏高
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201%.1$・・・温Aヌ・鷹思..大.-・
，.，..ー 掴開園凶困問輔脚.. 

Cf)魚井先生の略歴を紹介

⑤講演する総合情報学部長の魚井宏高先生

一総会時の記念講演会一

母校・総合情報学部長の魚井宏高先生

「総合情報学部と四傑畷キャンパスの歩み」
恒例となった通常総会・合同懇親 電気通信大学評議員。2015年から母 として開設されました。2003年に

会時の記念講演会は、平成29年6月 校・総合情報学部長を務められてい は、デジタルゲーム学制が設けられ

17日午後2時から母校・四傑畷キャ る。 ました。

ンパス2号館107教室で開催されま JIAMS(先端マルチメディア合同研

した。母校・総合情報学部長の魚井 • r四傑畷キャンパス」 究所)が2000年に設けられ、同研究

宏高先生が 「総合情報学部と四傑畷 1987年に開設 所による様々な制作活動とイベン卜

キャンパスの歩みJのテーマで講演 「四篠畷キャンパスは、標高が比 を支援しています。

され、母校教職員のOB会「緑樹会」 較的高いところに位置し、これまで 2001年に「コナミホール」が建設

会員や母校教職員、クラブ同窓会・ に積雪で登校できず、休講になった され、同年に「医療福祉工学制」が

友電会会員など約120名が耳を傾け ことが2回ほどありました」と、ま 開設されました。

ました。 ずは四傑畷キャンパスの立地につい 2004年に「なわてんJ(総合情報学

講演会は、贋谷明(F12)友電会副 て説明がありました。 部卒業研究・制作展)がスター卜し、

会長の魚井先生の紹介からスター卜 「四傑願キャンパスJは、 1987年 2005年に「メディアコンビュータシ

しました。 に大学創立25周年、短大創立30周 ステム学制J、2006年に「デジタル

魚井先生は、 1962年大阪生まれ。 年記念事業の一環として開設されま アート・アニメーション学制」、同年

大阪大学基礎工学部助手を経て、 した。 に「理学療法学制」、 2008年に「健

1988年に母校・情報工学部情報工学 最初は、総合制目と基礎専門制目 康スポーツ和学制」がそれぞれ開設

本↓の助教授として着任。2003年に総 教育の場として、全学の 1年生が されました。

合情報学部デジタルゲーム学制の教 通っていました。その後、徐々に学

授に就任。2004年に「先端マルチメ 主↓教育の場となり、1995年には、「情 • rJIAMSJ 

ディア合同研究所(JI AMS) Jの副所 報工学制Jの開設とともに、キャン (先端マルチメディア合同研究所)

長に。2006年に大学院総合情報学研 パスごとの学部運営に移行。 四傑畷キャンパスの7号館1階に

究和長、2007年に同総合情報学部 2000年には、「情報工学部Jが「総 設置されているのが、先端マルチメ

長、2010年に「国際交流センターJ 合情報学部」に組織を変更。「メディ ディア合同研究所 rJ IAMSJ。

センタ一長、2015年に学校法人大阪 ア情報文化学和」が四候畷初の学制 r J I AMSJの各施設は、学内の利用

10 



だけでなく、外部のプロダクション

や企業、研究所などの「業務利用」と

して「時間貸し」をしています。

それらの利用に関して、学生ス

タッフ(学内公募)が rJ IAMSプロス

タッフ」とともにサポート業務を行

い、「プ口の現場」で働くことを体験

できるようになっています。

また、より多くの現場を経験した

ものが、より高いレベルのライセン

ス(利用許可書)を得ることができ、

自分の作品制作の場としてrJ I AMSJ 

を利用できるようになります。

各施設のうち、「モーションキャ

プチャースタジオ」は、関西で最大

級の撮影エリアで、カメラ12台が設

置され、プ口による品質管理を可能

としています。

.r総合情報学部Jの特色

「総合情報学部」には、「デジタル

ゲーム学和J(来年4月に再編)、

「ゲーム8メディア学制J(来年4月開

設)、「情報学制」の3学制になりま

す。

「デジタルゲーム学制」は、2003年

に日本初の学制として誕生。ゲーム

を作る人を育てることに注力した学

制。プログラミングの能力だけでな

く、デザインや企画立案を含めて、

トータルでの「ゲーム業界人の育

成」を目的としています。

「ゲーム8メディア学制」は、「ゲー

ムを伝え拡げる人」を育てる新しい

学制。ゲームと関連の深い業界(ア

ニメ、出版、実写、放送など)に携わ

る「プロフヱツショナルの育成」に

力を注ぎます。

「情報学斜」は、プログラミングの

力で、よりよい社会の構築を目指す

人を育てることが目的です。「情報

本↓学」を使って、様々な領域におけ

る「情報技術Jの利用を促進する「技

術者」を育成していきます。

• r電ch! プロジェク卜」

学生を中心としたスタッフがプ口

と共同制作する「プロジェクト」。

主な作品として2006年制作の「恋

するユーレイJ(サンテレビ他、 15分

x 13回)、 2010'"12年制作の「お

かっばちゃん旅lこ出るJ(Web +劇場

版)など7作品のほか、大学研究施設

紹介などがあります。

(C)fなわてん」一昨年度から後援。

「友電会賞」として3件に贈呈。

(IJ母校ホームページの「ト ップページ」

また、「自由工房」では rOECU杯

じ卜型レスキュー口ポットコンテス

トJに出場するなどが紹介されまし

た。なお、「四傑畷キャンパス」の卒

業生数は、今年度末で6000名を数え

ます。

.最後に

スクリーンには、総合情報学部の

卒業研究・制作展「なわてん」を紹

介する画面が映し出され、そこには

「友電会賞 ご支援ありがとうござ

います」の文字が。友電会では昨年

度から「なわてん」を後援、優秀作

品に「友電会賞J3件を贈呈しまし

た。

画面には、母校のホームページの

「トップページ」が映され、「建築、

ゲームの2分野の新学制が2018年4

月スター卜」のタイ卜jしがあり、魚

井先生は「応援、よろしくお願いし

ますJとの言葉で講演を終了しまし

た。

そこには、「建築学制」と「ゲーム

8メディア学制」を新設、「デジタル

ゲーム学制」は再編されます。
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【表紙に関連写真】 懇親会の光景(屋外会場)

平成29年度大阪電気通信大学

緑樹会・クラブ同窓会・友電会 「合同懇親会」
「未来へ飛朔」をメインテーマと

した平成29年度の「大阪電気通信大

学緑樹会・クラブ同窓会・友電会

合同懇親会」が平成29年6月17日

午後3時から、母校・四候畷キャン

パス 1号館、 2号館、 3号館に囲まれ

た中庭を中心に、中庭から続く 3号

館1階の生協レストランで開催され

ました。母校教職員OB会「緑樹会J

会員や母校学園の教職員、クラブ同

窓会・友電会会員など約160名が出

席して親睦を深めるなど、盛大に開

催されました。

.オープニング

「合同懇親会」は、中田亮生CD32)
友電会理事(母校の先生)の司会で開

会しました。

「ただいまより、平成29年度大阪

電気通信大学緑樹会・クラブ同窓

会・友電会による合同懇親会を開催

します」 一川口明良CF04)友電会理

司会の中田亮生 「合同懇親会Jの

(032)友電会理 「開会」を力強く宣

事(母校の先生) 言する )11口明良

CF04)友電会理事・

事業部会長

事・事業部会長が力強く「開会宣言」

しました。

続いて、「亡くなられた母校関係

者へ、感謝の意を込めて黙とうを捧

げます」との司会の発声に、出席者

全員が黙とうしました。

主催者の緑樹会・藤崎紘久CE01) 

会長、クラブ同窓会・竹田治英CF19)

会長、友電会・福田武CE02)会長がス

テージに立ち、紹介されました。

代表して友電会の福田会長は、出

席へのお礼を述べるとともに、「本

日は梅雨期間中にもかかわらず、快

懇親会の光景(屋外会場)



合同懇親会・

来賓としてあいさっする 大石利光学長に代わり、

する福田武CE02)友電会会長 成瀬淳母校理事長 来賓としてあいさつする

「乾杯の音頭」をする石桁正士名誉教授 森幸治副学長

懇親会の光景(屋内会場)

主催者。左から友電会の福田会長、クラフ同窓会

の竹田治英CF09)会長、緑樹会の藤崎紘久CE01)会長

晴に恵まれました。大変、素晴らし

いことです。この青空の下、四候畷

キャンパスで思師を囲み、旧友と杯

を交わし、思い出話、母校そして友

電会の発展など話されながら親睦を

深めていただきたしリとあいさつし

ました。

来賓あいさつで、成瀬淳・大阪電

気通信大学理事長は「大学では新5

カ年計画を進めています。その一環

として来年4月に建築とゲームの2

分野の学制を新設します。建築学制

とゲーム品メディア学制の2学制を

スター卜させ、デジタルゲーム学料

を再編します。皆様のご支援をお願

いします」と語られました。

続いて大石利光学長に代わり、森

幸治副学長は「学生時代は、クラブ

活動を盛んにやり、楽しい時を過ご

しました。 『楽し l\~ ことが第ーで

す。このため、学生にはクラブ活動

を勧めています。その成果か、上がっ

ています。『大阪電気通信大学を楽

しくする』ために、その雰囲気づく

りをしています」と述べました。

「乾杯の音頭」は石桁正士名誉教

授。「大阪電気通信大学そして緑樹

会、クラブ同窓会、友電会の発展を

願って乾杯」の発声で、合同懇親会

のパーティーに移りました。

.合同懇親会

1号館、 2号館、 3号館に固まれた

中庭と、それに続く 3号館1階の生

協レストランでのパーティーは、杯

を交わしながら恩師と学生時代の思

い出話や、旧友同志での学生当時の

話題で盛り上がりました。また、大

学理事長や副学長と「母校の発展」

について語り合うなどの光景も見ら

れ、大いに盛り上がりました。

懇親会も盛り上る中で、 2つの話

題がありました。

緑樹会の藤崎会長は、今年春に

「叙勲Jを受章された矢部寛先生を

紹介しました。矢部先生は平成13年

4月から平成20年3月までの7年間、

母校の工学部機械工学制を中心に教

鞭をとられました。在職中は平成17
年に図書館長に就任、同年に機械工

学制の主任を務めるなどしました。

現在70歳です。

矢部先生は「受章したのは、先生

母校・四候限キャンパス
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中締めのあいさっする

竹田クラブ同窓会会長

として恵まれていたことです。そし

て、皆様のご支援によるものです」

と感謝の意を示し、友電会の福田会

長から花束の贈呈がありました。

続いて岡本清孝CHll)友電会副会

長が表彰されたことが報告されまし

た。平成29年2月27日(月)に、母

校・寝屋川キャンパスJ号館6階の

小ホールで開催された「クラブリー

ダー」を集めた、母校で初めての

f2016年度リーダーズサミット」の

表彰式で、課外活動指導者に対する

「功労賞Jとして母校の伊輿田功学

生部長から表彰されました。

岡本副会長は柔道部の08で、現在

も指導しており、また一昨年までク

ラブ同窓会の会長を務め、クラブ活

動の活性化に大きく貢献してきまし

た。

岡本副会長は、竹田クラブ同窓会

会長と柔道部から花束が贈呈されま

した。花束を手に岡本副会長は、「こ

れからも母校のクラブ活動の活性化

14 母校の「大学歌Jを斉唱する出席者

に努力していきます」と抱負を語り

ました。

続いて、姉妹校の大阪電気通信大

学高等学校の田村博司校長は、「本

校には普通手斗と電子工学制とがあ

り、それぞれの割にコースがありま

す。生徒の目的に合わせた教育課程

を編成しています。それらの成果は

卒業生に着実に表れていますJと高

校の現状を報告しました。

高等学校同窓会の北田由博会長

は、「同窓会活動化を図るため、高校

と協力しながら進めています。同じ

学園の同じ同窓会として、今後とも

よろしくお願いいたします」と語り

ました。

南茂夫名誉教授は、「まだまだ頑

張っています。今後も、事あるごと

に来ますので、よろしくお願いいた

します」と語り、母校・大学後援会

の河本智子会長は「同窓生の皆さん

あいさっする大阪電気あいさつする大阪電気

通信大学高等学校の 通信大学高等学校

田村博司校長 同窓会の北田由博会長

あいさっする あいさつする母校・大

南茂夫名嘗教授 明愛援会会長の河本智

子会長

の企業で、大阪電気通信大学の学生

を1人でも多く探用してください」

と協力を要請しました。

fi良速の東淀川に 茂れる若きわ

れら葦......J一会場では、母校の

「大学歌」の斉唱があり、快晴の四傑

畷キャンパスの空に響き渡りまし

た。

竹田クラブ同窓会会長は、「来年

も、ぜひとも総会でお会いしたい」

と再会を約し、中締めとしました。

緑樹会会員、現教職員とクラブ同

窓会・友電会の1期生から5期生、そ

して6期生から以降、学生までの2回

に分けて記念撮影して、次年度での

再会を胸に散会しました。



母校教職員08会「緑樹会」

平成29年度緑樹会

「年次報告会」の報告

母校・教職員OB会「緑樹会」の藤

崎紘久CE01)会長から、平成29年6

月17日に母校・四候畷キャンパスで

開催した「緑樹会年次報告会」の報

告がありました。当日は18名のOBが

参加し、議事を全会一致で承認され

るとともに、春の叙勲で瑞宝中綬章

緑樹会年次報告会の集合写真

緑樹会会長

を受けられた矢部寛名誉教授をお祝 たしました。
(左から)藤崎緑樹会会長、春の叙勲で瑞宝中綬章を受

けられた矢部寛名誉教授、福田武CE02)友電会会長
いしました。また、友電会、クラブ

OB会と合同での懇親会では、大いに

楽しみました。

.藤崎会長からの投稿です。

「平成29年度緑樹会年次報告会J

は、平成29年6月17日に母校・四

傑畷キャンパスで開催いたしまし

た。当日は四傑畷キャンパスの見学

会があり、この後に報告会を開催い

会の言頭で春の叙勲で瑞宝中綬章

を受けられた矢部寛名誉教授にお祝

いの晶を贈呈いたしました。

この後、会の活動報告、会計報告、

役員選任等の議事が全会一致で承認

されました。なお当日の出席者は18

名でした。

この後魚井教授の講演を拝聴後、

友電会、クラブ同窓会、緑樹会合同

孝刊1)友電会副会長に竹田クラブ同窓会会長から花

東贈呈

@出身の柔道部の学生から花束贈呈される

懇親会で卒業生の方々との旧交を温

め、有意義な時間を過ごしました。

また、矢部寛名誉教授に友電会か

らお祝いの品と花束の贈呈をしてい

ただきました。

この懇親会等では友電会様には

色々お世話になりこの紙面をお借り

し御礼申しあげます。

(記一緑樹会会長藤崎紘久)
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-友電会役員・支部・組織

| 平成29年 度 友電会役員

-理事:21名
.組織部会 -監事 :3名

.一役
志村哲樹 CF07) 東海総支部長 池田 清 C1 05) 

会長 福田 武 CE02) 山口 文男 CH07) 北関東支部長 吉川博史 C1 05) 

副会長 麗谷 明 CF12)法人理事
小松周治 CF06) 九州支部長 尼丁正寄 CF08)

広報担当
麗瀬一夫 CF07) .顧問 :8名

副会長 岡本清 孝 CH11)法人評議員
4惨事業部会

臼井 宏 CE01) 

組織・法人化委員会担当
川口 明良 CF04) 法人評議員

羽湖l完俊 CE01 ) 

副会長 水谷元也 CE08) 山崎敏之 CF14)
安 弘 CF01)

事業担当
内野正道 CF12)

池本善一 CE02)

事務局長柴垣佳 明 CD33) 小林守正 CH12)
猿渡 洋 CF02)

総務・財務担当
.広報部会

宮本公明 CF03)
.総務・財務部会

吉田祐一 CF06)
中西義一 CE04)

森石峰ー CF14) 津居比佐夫 CHl7) びわこ支部長
中山 修 CF06)

野田鐘一 CF07) 
段安義彦 CF06) 京都支部長

.法人評議員 :2名
藤田英治 CE22) 

辻 佳彦 CH13) 法人評議員
畝本正一 CE07)

中田亮生 CD32) 
堀江健二郎 CH14) 

-友電会支部と支部長 (支部名 支部長・卒業学制・期) 大阪支部 平岡 臨 C1 07) 

関東総支部 深野隆司 C1 09) 東海総支部 志村哲樹 CF07) 神戸支部 幸村常一 CH16)

東京支部 観野福太郎 CE04) 静岡支部 久保田陽一 CF05) 一田支部 小西 巌 CE02)

北関東支部 山 口 文 男 CH07) びわこ支部 津居比佐夫 CHl7) 石川支部 辻 久也 C113) 

茨城支部 塩 田 善 裕 CH12) 京都支部 段安義彦 CF06) 九州支部 小松周治 CF06)

千葉支部 神山清明 CH15) 奈良支部 松井俊樹 C113) 北米支部 高岸英人 CFl7)

神奈川支部 田谷 別 明 CF07) |各支部の情報は友電会ホームページで http:川 YU帥 ai. org/ I 

友電会総会

監事 | I 顧問 1
評議員会

大阪電気通信大学友電会

組織図 理事会

会 長
三役会

特別委員会 ト -法人化委員会
-学史編さん室

担当副会長 | | 担当副会長 I I 担当副会長 | 事務局長
-学園同窓会

連合化委員会
T -企業家同友会

組織部会 事業部会 広報部会 総務・財務部会 事務局
-教育懇話会

-支部の育成 -総会・懇親会 -会誌「ゅうでんかい」 -予算、決算、資産運用 -事務統括
-支部の新設 -卒研室対抗ソフ -その他発刊物 -奨学金制度 -名簿管理整理
-支部長会 トボール大会 -ホームページ -短期貸付制度 -その他
-その他 -大学・地域 -インターネッ卜 -経理、渉外

関連事業 -その他 -情報倫理委員会
-その他の事業 -その他
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友電会評議員.

平成29年度友電会評議員 平成30年3月末現在 195名

〔第1期生〕 守上芳士 (E05)神奈川 贋瀬一夫 (F07)新潟 辻 佳彦 (H13)奈良 三砂博一 (K23)大阪

青木政冶 (EOD埼玉 岩本吉男 (F05)燭玉 中口 武 (G07)大阪 辻 久也 (113)石川 〔第24期生〕

大角武紘 (E01)大阪 大野一贋 (F05)大阪 一谷 醇 (H07)滋賀 松井 俊樹 (113)奈良 津井 剣 (G24)兵庫

大塚敏兼 (EOD茨城 尾方康箔 (F05)千葉 田甫佐雅博 (H07)滋賀 〔第14期生〕 〔第25期生〕

西原正明 (EOD香川 久保田陽一 (F05)静岡 山口文男 (H07)群馬 森 石 峰ー (F14)大阪 石橋明美 (125)東京

羽湖J完俊 (E01)神奈川 山口朝弘 (F05)滋賀 井平佳秀 (107)大阪 山崎 敏 之 (F14)奈良 〔第26期生〕

藤崎紘久 (EOD大阪 山本 弘 (F05)大阪 平岡 臨 (107)大阪 倉中 宏 (G14)奈良 西尾博道 (F26)大阪

宮崎 孝 (E01)神奈川 御 崎 正 吾 (G05)大阪 〔第8期生〕 津 本 雅章 (H14)奈良 〔第28期生〕

白井 宏 (E01)兵庫 木 村 幸 治 (G05)大阪 相羽政信 (E08)大阪 堀江健二郎 (H14)滋賀 早野秀樹 (E28)大阪

安 弘 (FOD京都 香西順治 (G05)大阪 石 川 智 之 (E08)大阪 細川 雅 巳 (114)奈良 清水 良 (F28)福岡

園次 茂 (F01)山口 坂上晃一 (G05)茨城 水谷元也 (E08)大阪 田中二郎 (114)兵庫 〔第四期生〕

野村康明 (F01)愛知 高岡 亨 (G05)京都 尼 丁 正 寄 (F08)大阪 〔第15期生〕 伏本和人 (129)大阪

〔第2期生〕 玉置 寛 (G05)奈良 幸 田 秀 雄 (G08)大阪 森蔭 岡リ久 (E15)大阪 〔第30期生〕

楼木親房 (E02)兵庫 星野 悟 (G05)大阪 鎌谷英一 (H08)大阪 藤井 耕 一 (F15)大阪 大野 守 (M30)大阪

池本善一 (E02)兵庫 堀 内 定 夫 (G05)奈良 中 出 知 伸 (108)大阪 宮篠研 次 (F15)愛知 〔第31期生〕

上杉 靖男 (E02)兵庫 堀井 浩 (G05)千葉 宇 野 茂 嗣 (108)滋賀 皆川 重 裕 (G15)滋賀 新 川拓也 (M3D大阪

小西 巌 (E02)兵庫 薮野美律 (G05)兵庫 船越 亨 (108)大阪 神山 清 明 (H15)千葉 〔第32期生〕

谷口一雄 (E02)大阪 池田 清 (105)京都 芳山和久 (108)香川 ;中 洋一 (115)神奈川 中田亮生 (032)大阪

福田 武 (E02)長崎 吉川博史 (105)大阪 〔第9期生〕 山下友 彦 (J15)愛知 楼木嘉典 (E32)大阪

藤野雅也 (E02)滋賀 〔第6期生〕 木村功一 (F09)茨城 〔第16期生〕 〔第33期生〕

重量j度 洋 (F02)埼玉 奥村義美 (E06)大阪 宮 崎 一 幸 (F09)大阪 渡 辺員行 (E16)大阪 柴 垣佳 明 (033)大阪

本田煩次 (F02)兵庫 兵 藤 敏 夫 (E06)京都 栗 栖 敏 朗 (F09)鹿児島 幸村常 一 (H16)兵庫 〔第35期生〕

吉田 栄治 (F02)茨城 吉岡 睦 (E06)奈良 大音博司 (G09)大阪 島田慎太郎 (H16)栃木 山村 友律 (J35)大阪

〔第3期生〕 段安 義彦 (F06)京都 岡 川 正 寛 (H09)鳥取 声田角 勝彦 (K16)大阪 〔第36期生〕

稲垣 議 (E03)大阪 吉 田 祐 三 (F06)奈良 下野哲生 (H09)京都 〔第17期生〕 金 野洋 明 (M36)大阪

竹本信之 (E03)大阪 小松周治 (F06)福岡 森 和明 (H09)兵庫 国友志保 (Fl7)大阪 長谷川慎二 (G36)大阪

原 一夫 (E03)大阪 田 中 稲 夫 (F06)滋賀 工藤英男 (109)大阪 高岸英人 (Fl7)米 吉 本賢 二 (K36)静岡

野田哲治 (F03)愛知 中山 修 (F06)大阪 深野隆司 (109)埼玉 漂居比佐夫 (Hl7)滋賀 〔第38期生〕

菅野和夫 (F03)岩手 湯場崎直養 (F06)京都 柴 育夫 (109)静岡 元花 修 (Hl7)兵庫 阿南景子 (038)大阪

佐藤 功 (F03)長野 大下正二郎 (G06)大阪 〔第10期生〕 〔第18期生〕 〔第39期生〕

辻 喜代克 (F03)大阪 森川佳宥 (G06)京都 井野川一 (E10)大阪 田中庸介 (E18)京都 津田正雄 (P39)大阪

贋沢 洋 (F03)滋賀 北JlI 昇 (H06)大阪 北地 憲治 (E10)東京 生駒京子 (118)大阪 〔第40期生〕

三橋長夫 (F03)滋賀 大川恒一 (H06)大阪 山崎貞彦 (E1Q)兵庫 〔第19期生〕 三上哲夫 (M4Q)奈良

宮本公明 (F03)米 阪 本 和 夫 (H06)奈良 山崎洋一郎 (H1Q)兵庫 竹田治 英 (F19)埼玉 〔第41期生〕

〔第4期生〕 松伏正隆 (H06)滋賀 佐藤 渉ー (11Q)千葉 〔第20期生〕 西川 達 也 (M4D滋賀

辻 勝久 (E04)三重 横 道 一 雄 (H06)兵庫 〔第11期生〕 奥田 硲 (H20)京都 越野八重美 (L4D大阪

北 森 弘 樹 (E04)奈良 前田 賞 (106)広島 松田 啓 (F1D石川 中川 雅弘 (H2Q)大阪 〔第44期生〕

中西義一 (E04)滋賀 国 松 敬 三 (106)大阪 鬼 原 治 紀 (G1D大阪 中 前 浩也 (H20)奈良 村上豊裕 (G44)大阪

観野福太郎 (E04)東京 藤本 明 (106)兵庫 小舟定行 (G1D三重 〔第21期生〕 〔第45期生〕

藤 原 公彦 (E04)京都 〔第7期生〕 岡本清孝 (H1D大阪 杉田吉広 (G2D神奈川 竹 中浩 之 (F45)和歌山

大下真二郎 (F04)長野 稲 原 贋 法 (E07)兵庫 〔第12期生〕 坂本 充 (H2D千葉 〔第48期生〕

川口 明良 (F04)神奈川 畝 本 正 一 (E07)東京 内 野 正 道 (F12)大阪 坂手宏行 (J21)埼玉 中島 拓 哉 (E48)大阪

中島良造 (F04)大阪 蝉 正敏 (F07)大阪 魔谷 明 (F12)滋賀 〔第22期生〕 〔第49期生〕

藤田順彦 (F04)奈良 志村哲樹 (F07)愛知 恩智博司 (H12)埼玉 藤田英治 (E22)愛知 辻 琢磨 (049)和歌山

〔第5期生〕 田谷利明 (F07)神奈川 小 林 守 正 (H12)兵庫 〔第23期生〕 〔第50期生〕

木村正彦 (E05)奈良 寺田 豊 (F07)滋賀 塩田善裕 (H12)茨城 谷 寿倫 (F23)京都 嶋 村拓 都 (M50)大阪

中尾 稔 (E05)大阪 野 田 鐘 一 (F07)大阪 〔第13期生〕 竹内和生 (123)埼玉

中野正三 (E05)東京 長谷川 洋 (F07)米 榊原 秀之 (H13)愛知 蘇 畑森 (K23)東京
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.友電会の事業・活動

新卒業生・新入学生の皆さんへ

同窓会組織 「友電会」の活動・運営
「大阪電気通信大学と緊密に連繋を保持し、その発

展に協力し会員相互の親睦と研修を図るとともに教

育、学術、文化の発展に寄与するJ(友電会定款第4

条)一ことを目的に友電会は大阪電気通信大学の同

窓会組織として第1期生が卒業した昭和40年に創立

しました。

業の第53期卒業の皆さんを加えますと約5万名を上

回る大所帯になります。同窓会活動の基盤となる支

部は近畿圏の主な府県をはじめ関東、東海、九~\I\Iな

どに設置し、支部活動を展開しています。

ここでは、同窓会組織「友電会」の事業・活動を

紹介します。一読され、友電会の事業・活動を理解

していただき、積極的な参画と協力をお願いします。平成29年度で53年目を迎え、正会員数も今年度卒

-事業部会

「第40回卒研対抗ソフトボール大会J
(平成29年8月・寝屋川キャンパス・

グラウンドで)

| ・総務・財務部会

総務・財務部会は、定款の第37条

から第45条で規定されている友電

会における資産および会計、具体的

には予算・決算、資産運用、奨学金、

短期貸付、経理などの業務を担当し

ています。ただし、実際の日々事務

処理業務は友電会事務局において処

理されています。また、収支決算お

|・友電会理事会・評議員会

理事会は友電会の執行機関であ

り、定款に定める予算、事業の計画

などの事項に対する審議議決と執

行、また総会の計画運営、総会より

委任された事項の議決に対する執行

を行うところです。理事会が執行す

る案件で、重要と会長が認めた事項
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事業部会は友電会本部総会・懇親

会、卒研室対抗ソフトボール大会な

どを担当しています。

まず、友電会本部総会は、友電会

の最高決議機関であり、最も重要な

行事であると同時に、懇親会は母

校・教職員OB会「緑樹(みどり)会」、

「クラブ同窓会」の3団体合同で会員

[活動内容】

・総会 ・懇親会

・卒研室対抗ソフトボール大会

・「なわてん」協賛

-その他の事業

ます。昨年8月開催の大会には 26

チーム約400名の学生・先生が参加、

学内では最大規模の恒例行事になっ

相互、恩師との交流を図っていま ています。

す。 rなわてん」へも昨年から協賛、優

また、卒研室対抗ソフトボー)l..大 秀作品3組に「友電会賞」を贈って

会は平成29年度で第40回目を迎え います。

よぴ予算、貸借対照表に基づく資産

状況については、毎年公認会計士の

指導の基に作成したのち、友電会監

事による監査を経て6月の友電会総

会に報告し承認をもらっています。

なお、急にお金が必要な場合は学

生課をたずねてください。友電会の

短期貸付制度を利用することができ

に加えて、定款第26条に規定されて

いる事業計画および収支予算、なら

びに事業報告、収支決算、さらに財

産の処分などについては評議員会の

承認を得なければなりません。

また、理事会は年6回、評議員会

は年3回開催しています。

【活動内容】

・予算、決算、資産運用

・奨学金制度

・短期貸付制度

・経理 ・渉外 ・その他

ます。また、奨学金についても友電

会では充実をはかつており、詳しく

は学生課に相談してください。

理事会は 10名以上21名以内の理

事で構成すると定款で規定。現在は

福田武会長のもと 21名の理事で構

成され、日々事項の決定と執行にあ

たっています。評議員は195名(平成

30年3月末現在)で、理事会からの諮

問に応じています。



!・広報部会

本誌「ゅうでんかい」の編集・発

刊、友電会ホームページの編集・掲

載が主な活動です。

会誌は5月(総会通知号)、 3月(卒

業生・新入生特集)など年2回、発行

しています。

ホームページは友電会の二ユース

を中心に母校学園や学生の動向など

【活動内容〕

・会誌「ゅうでんかい」

.その他発刊物

・ホームページ

.その他

ページとをリンクしています。ホー

ムページでは速報性を重視し、会誌

はじっくりと読んでもらうことを中

を掲載しています。会誌とホーム 心に編集しています。

-組織部会

支部活動は同窓会活動の基礎であ

り、組織部会では支部の育成・活性

化と新設に力を入れて取り組んでい

ます。現在、国内外に17支部(16ペー

ジの「友電会の支部」参照)があり、

それぞれ独自の事業・活動を展開し

ています。支部活動は、同窓会活動

の『基礎』であり、機会あるごとに

「全国支部長会」を開催し、支部聞の

情報交換や活性化のための意見交換

をしています。

各支部では、新卒業生の参画を大

歓迎しています。支部については本

部事務局に問い合わせください。ま

た友電会ホームページには支部総会

-友電会事務局

友電会事務局は、寝屋川キャンパスP
号館1階にあります。月曜日から金曜

日の午前10時から午後4時00分まで

開いています。

気楽にお訪ねください。また、母校学

園の教職員08会 「緑樹会」と同居し

ています。

【活動内容】

・支部の育成・活性化

・支部の新設

.支部長会

・本部はもとより支部の

総会支援

-その他

の日程などを掲載していま

す。さらに、在学生の参画

も呼びかけています。在学

生時から08との交流がは

かれるようにしています。

支部総会懇親会などへの参

加を大歓迎しています。

友電会事務局は寝屋川キャンパス

のP号館1階にあります。事務局に

は常時事務職員がおり、友電会の事

務一般を処理しています。

友電会理事会および評議員会など

の会議の案内や議事録作成および発

送業務、会員名簿の整理更新処理お

よび財務理事の指揮下での財産管理

と財務会計処理業務であります。

事務局では、理事会・評議員会の

円滑な運営と理事・評議員の活動し

やすい形での支援をするとともに、

.学史編さん室

学史編さん室は、「同窓会か

ら見た大学の歴史」の編さん

に取り組んでいます。母校の

草創期からの『母校の歩み』を

中心!こ、その当時のことを先

生や教職員の方々にインタ

ビューなどを通じて『記録』し

ていくことにしています。

友電会では支部の活性化と新設に力を

入れています。

(昨年・ 平成29年12月9日に開催され

た「東京支部」の設立総会。写真は親睦

会の光景)

【活動内容】

・友電会活動の円滑な運営に伴

う事務処理全般

・会議の運営および財産管理と

会計処理業務

約5万名の会員と在学生 (準会員)へ

の支援サ-r;'スを行うことをモ ッ

トーに業務に従事しています。

会員の皆様には、住所等の変更が

生じましたなら事務局までご一報く

ださいますようお願いします。
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.友電会定款

大阪電気通信大学

友電会定款

第 1章総則

第 1条本会は大阪電気通信大学友電会と

称する。

第 2条本会は事務所を大阪府寝塵川市初

町18番8号大阪電気通信大学内に

置く。

第 3条本会は理事会の議決を経て支部を

設けることが出来る。支部設置規

則は、この定款の細則として別に

定める。支部には支部長を置く 。

第 2章 目的および事業

第 4条本会は大阪電気通信大学と緊密に

連繋を保持し、その発展に協力し

会員相互の親睦と研修を図ると共

に教育、学術、文化の発展に寄与

することを目的とする。

第 5条本会は前条の目的を達成するため

に次の事業を行う。

①研究発表会、講習会、座談会等

の開催

②機関誌、その他の刊行

③大阪電気通信大学発展のための

事業

④会員相互の親睦と連絡

⑤その他、目的を達成するための

事業

第 3章会員

第 6条本会の会員は次の通りとする。
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①正会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置した大学の学部、大学院を卒

業、または修了した者で、卒業時

あるいは修了時までに所定の入会

金および会費を納めた者

②準会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置する大学の学部、大学院に在籍

している学生で、所定の入会金を

納めた者

③特別会員

学校法人大阪電気通信大学が設

置する大学の学部、大学院に専従

する教職員である者

④賛助会員

本会の目的に賛同し、その事業

を援助する者で、理事会の承認を

得た個人または団体

⑤名誉会員

本会の目的達成に多くの貢献を

した者で理事会の決議を経て推薦

された個人

第 7条会員は総会を組織し、総会の議決

に加わる。

2、会員は本会の目的事業の遂行に積

極的に協力するとともに、本会の

会員としてふさわしくない行為を

してはならない。

3、会員は本会の行う事業に対し、優

先的にその利益を受けることが出

来る。

第 8条会員は次の理由によりその資格を

喪失する。

①脱退

②死亡および失跡宣言

③除名

第 9条会員が次の各号のーに該当すると

きは総会の議決を経て、会長がこ

れを除名することが出来る。

①本会の会員としての義務に違反

したとき

②本会の名誉を傷つけ、または本

会の目的に反する行為があったと

き

第10条既納の入会金および会費等はいか

なる理由があっても、これを返還

しない。

第 4章役員、評議員、顧問および職員

第11条本会には次の役員を置く 。

理事10名以上21名以内(うち会

長1名、副会長3名、事務局長1名

を含む)。

監事3名。

理事および監事は評議員会で選出

し総会で承認を得る。

理事は互選で会長1名、副会長3
名、事務局長1名を決める。理事

は会長の指名により財務担当をは

じめとする会務を分担する。

監事は理事を兼任出来ない。

第12条会長は本会の業務を総理し本会を

代表する。

2、副会長は会長を補佐し、会長に事

故あるとき、または欠けたときは

会長があらかじめ指名した順序に

よって、その職務を代行する。

第13条理事は理事会を組織し、この定款

に定めるもののほか、総会より委

任せしめられた事項は議決し、執

行する。

第14条監事は民法第59条の職務を行う。

第15条本会の役員の任期は2年とする。

ただし再任を妨げない。

2、補欠による役員の任期は前任者の

残任期間とする。

3、役員はその任期満了後でも後任者

が就任するまではその職務を行

つ。

4、役員は本会の役員としてふさわし

くない行為があった場合、または

特別の事情があった場合には、そ

の任期中であっても理事会の議を

経て評議員会の議決により、会長

がこれを解任することが出来る。

第16条役員は有給とすることが出来る。

第17条本会には評議員を若干名置く。

2、評議員は評議員会を組織し、この

定款に定めるもののほか、総会よ

り委任せしめられた事項を議決す

る。また理事会の諮問に応ずる。

3、評議員の任期は2年とする。ただ

し再任は妨げない。

第18条本会の評議員は次の通りとする。

①正会員のうちから卒業年度別に

総会または理事会で選出された者

②支部長

第19条本会には理事会の議決により顧問

を若干名置くことが出来る。

2、顧問は会長がこれを委嘱する。

3、顧問は会長の相談に応ずる。

第20条本会の事務を処理するため、事務

局を設け職員を置くことが出来

る。

2、職員は会長が任免する。

3、職員は有給とする。

第 5章

(理事会)

h. 
Z玄 議

第21条理事会は毎年6回会長が招集す

る。ただし、会長が必要と認めた

場合または理事現在総数の3分の

1以上、あるいは監事から会議の

目的たる事項を示して請求のあっ

た時は、ただちに会長は臨時理事

会を招集しなければならない。

2、理事会の議長は会長とする。

第22条理事会の議事は、この定款に別段

の定めがある場合を除くほか、理

事現在総数の2分の1以上出席し、

その出席理事の過半数でこれを決

し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。

2、理事は理事会を欠席する場合、あ

らかじめ書面をもって意見を表明

しなければならない。

3、理事の委任状は出席者とみなされ

ない。ただし、支部長が理事を兼

ねた場合に限り、当該支部の役員

で、理事でない者が委任状を持参

のうえ、代理として出席し、議決

と執行に加わることが出来る。



(評議員会)

第23条評議員会は毎年3回会長が招集す

る。ただし会長または監事が必要

と認めたとき、または評議員現在

総数の2分の1以上から会議の目

的たる事項を示して請求のあった

ときは、会長はその請求のあった

日から 20日以内に評議員会を招

集しなければならない。

第24条評議員会の議長は会議のつど評議

員の互選で決める。

第25条評議員会の招集は、すくなくとも

10日以前にその会議に付議すべき

事項、日時および場所を記載した

書面をもって通知する。

第26条次に掲げる事項については、理事

会においてあらかじめ評議員の意

見を聞かなければならない。

①事業計画および収支予算案、な

らびに事業報告および収支決算に

ついての事項

②不動産の買入れ、または基本財

産の処分についての事項

③その他、本会の業務に関する重

要事項で会長において必要と認め

た事項

第27条評議員会は評議員現在数の5分の

1以上出席しなければ、その議事

を聞き議決することは出来ない。

ただし、当該議事につき書面を

もってあらかじめ意志を表示した

者は、出席者とみなす。

第28条評議員会の議事は、この定款に別

段の定めがある場合を除くほか出

席者の過半数で決し、可否同数の

ときは議長の決するところによ

る。

(総 会)

第29条通常総会は毎年1園、会計年度終

了後90日以内に会長が招集する。

2、臨時総会は理事会または監事が必

要と認めたとき、ただちに会長が

これを招集しなければならない。

第 30条会長は会員現在総数の10分の1以

上から会議に付議すべき事項を示

して、総会の招集を請求された場

合には、その請求のあった日から

20日以内に臨時総会を招集しなけ

ればならない。

第31条 総会は、すくなくとも10日以前に

その会議に付議すべき事項、日時

および場所を記載した書面をもっ

て通知する。

第32条次の事項は通常総会に提出して、

その承認を受けなければならな

0
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①事業報告および収支決算ならび

に事業計画および収支予算

②財産目録および貸借対照表

③その他理事会において必要と認

めた事項

第33条総会は、会員現在総数の100分の

1以上出席しなければ、その議事

を聞き議決をすることが出来な

い。ただし、当該事項につき書面

をもってあらかじめ意志を表示し

た者は出席者とみなす。

第34条総会の議事は、この定款に別段の

定めがある場合を除くほか、出席

者の過半数で決し、可否同数のと

きは議長の決するところによる。

第35条総会の議事の要項および議決した

事項は会員に通知する。

第36条総会、理事会および評議員会の議

事録は議長が作成し、議長および

出席代表2名以上が署名捺印のう

え、これを保存する。

第 6章 資産および会計

第37条本会の収入は次の通りとする。

①入会金および会費

②事業に伴う収入

③資産から生じる果実

④寄付金品

⑤その他の収入

第38条本会の資産を分けて、基本財産お

よぴ運用財産の2種類とする。

2、基本財産は、別紙財産目録のうち、

基本財産の部に記載する資産およ

び将来基本財産に編入される資産

で構成する。

3、運用財産は、基本財産以外の資産

とする。ただし、寄付金品であっ

て、寄付者の指定するものはその

指定に従う。

第39条本会の資産は、理事会の決議に

よって会長が保管する。

2、基本財産のうち、現金は理事会の

議決によって確実な有価証券を購

入するか、または定額郵便貯金と

し、 もしくは確実な銀行に信託す

るか、あるいは定額預金として会

長が保管する。

第40条基本財産は処分し、または担保に

供してはならない。ただし本会の

事業遂行上、やむを得ない理由が

あるときは、理事会および総会の

議決を得、その一部に限り処分

し、担保に供することが出来る。

第41条本会の事業遂行に要する費用は入

会金、会費事業に伴う収入および

資産が生ずる果実等の運用財産を

もって支弁する。

第42条本会の事業計画およびこれに伴う

収入予算は毎年会計年度開始前に

会長が編成し理事会の議決および

総会の承認を受けなければならな

い。なお、事業計画およびこれに

伴う収支予算を変更した場合も同

様とする。

第43条本会の決算は、会計年度終了後

3力月以内に会長が作成し、財産

目録、貸借対照表、事業報告書お

よび、会員の異動状況書とともに監

事の意見をつけて理事会および通

常総会の承認を受けなければなら

ない。

2、本会の決算に剰余金があるとき、

理事会の議決および総会の承認を

受けて、その一部もしくは全部を

基本財産に編入し、または翌年に

繰越すものとする。

第44条収支予算で定めるものを除くほ

か、新たに義務の負担をし、また

は権刺の放棄をしようとするとき

は、理事会および総会の議決を経

なければならない。

第45条本会の会計年度は、毎年4月1日

に始まり翌年3月31日に終わる。

第 7章 定款の変更ならびに解散

第46条この定款は、理事会および総会お

のおの5分の3以上の議決を経な

ければ変更することが出来ない。

第47条本会の解散は、理事会および総会

おのおの4分の3以上の議決を経

なければならない。

第48条本会の解散に伴う残余財産の処分

は理事会および総会おのおの4分
の3以上の議決を経てから大阪電

気通信大学学長の許可を受けて、

本会の目的に類似の目的を有する

公益事業に寄付するものとする。

第 8章補則

第49条この定款施行についての細則は、

理事会および評議員会の議決を得

て別に定める。

第50条昭和48年11月1日施行

昭和52年 5月29日改正

昭和55年 6月29日改正

昭和57年 6月27日改正

平成 3年 6月30日改正

平成 5年 6月27日改正

平成 7年 6月25日改正

平成13年 6月23日改正

平成16年 6月26日改正
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あいさつする

福田武CE02)友電会会長
懇親会の光景

あいさっする大学後援会

の河本智子会長

11月4日に母校・寝屋川キャンパスで

「ホームカミングデー2017J開催

母校・大学後援会・友電会は共同

で11月4日午後、母校・寝屋川キャ

ンパスで「おかえりなさL¥!大阪電

気通信大学」と題して、「ホーム力ミ

ングデ-2017Jを開催しました。こ

のイベン卜は、友電会会員を招い

て、恩師や同窓生と旧交を温めると

ともに、母校の近況を感じていただ

くことを目的にしています。当日は

「第57回大学祭JC4日、 5日)も聞か

れており、友電会会員約100名を含

め、母校教職員OBや教職員など約

130名の参加者は、にぎやかなキャ

ンパスで在学生の展示・模擬庖など

を楽しんでいました。

.ホーム力ミ ングデーで

演奏を楽しむ

午後3時から寝屋川キャンパスZ

号館2階の学生ホー)l，で軽音楽部

OB&ギターマンドリンクラブOBによ

る「ライブ」がありました。

「力ントリーメイツJは、「ユ-・

ア-・マイ・サンシャイン」など懐

かしのアメリ力民謡を奏でました。

続いて「チェ ックメイツ」はスタン

ダードなJAZZを演奏。最後に iThe
Blue Thunder BoysJは、「花はどこ

へ行った」などフォークソングをは

じめ、あらゆるジャンルの曲を披露

しました。

参加者全員で記念写真(教職員OB・教職員と 1期生から7期生)

ライブは3チームがそれぞれ20分

間、約1時間にわたって行われ、学

生時代に聞いた曲を懐かしむと同時

に、演奏を楽しんでいました。

.懇親会で交流と親睦深める

「懇親会jは、午後4時30分から

Z号館3階の学生ホー)l，で、田中俊介

(放送研究会、理学療法学制2回生)

氏の司会で開会しました。

なお、司会から「ここで、じック

でうれしい二ユースがはいりまし

た」と前置きし、「平成29年秋の叙

勲において、母校元学長の都倉信樹

先生が瑞宝中綬章を受章しました」



「カントリーメイツ」の演奏光景

懇親会の司会。

放送研究会の田

中俊介氏

乾杯の音頭をとる

森幸治副学長

との発表に、会場から大きな拍手が

沸き起こっていました。都倉元学長

は、第9代学長として2008年4月に

就任し、 2012年3月までの4年の問、

本学の発展に尽力されました。

会はまず、母校の大石利光学長は

「おかえりなさLリと参加者へ感謝

の意を示すとともに、「変えてはな

らないことは2つあります。1つは

『建学精神」、もうひとつは『鮮』で

す」と語り、母校の発展への協力を

要請しました。

続いて友電会の福田武(E02)会長

は、「現在、友電会を一般社団法人に

するべく頑張っています。同窓会の

「チェックメイツ」の演奏光景

閉会の辞を述べる

伊興田功学生部長

法人化は、母校の発展に貢献するこ

とにも繋がりなります」とし、「母校

の発展に会が一丸となって取り組ん

でいきますJあいさつ。

大学後援会の河本智子会長は「在

学生の就職面での協力をお願いした

い。また、在学生に社会の厳しさを

教えてほしいと思いますJと述べま

した。

森幸治副学長の「乾杯」の音頭で、

パーティーの開宴です。

歓談のあと、母校の「奇術愛好会」

のマジックがあり、出席者から爆笑

が沸き起こっていました。

懇親会には在学生も参加してお

ホームカミングデ-.

iThe Blue Thunder BoysJの演奏光景

「演奏会」会場の光景

り、在学生と友電会会員が話し合う

光景もみられました。また、恩師と

語り合ったり、同窓生同志で近況や

学生時代の思い出話にふけったりで

和んだ雰囲気のパーティーとなりま

した。

「大学歌」の斉唱です。吹奏楽団の

演奏にあわせ、大きな声で「浪速の

東淀川に""'Jを歌い上げ、全員で記

念写真に納まりました。

母校・学生部長の伊輿田功先生が

閉会の辞を述べ、来年の「ホーム力

ミングデ-Jでの再会を約して散会

しました。

参加者全員で記念写真

(教職員OB・教職員と8期生以上)



.第57回大学祭

母校・寝屋川キャンパスでは平成29

年11月4日(土)、 5日(日)の両日、「第

57回大学祭」が開催され、多くの来場

者で大盛況を博しました。また、 4日

は「おかえりなさC¥ !大阪電気通信大

学」と題して、「ホーム力ミングデ-

2017Jが聞かれました。5日は最先端

の制学技術をわかりやすく紹介する、

見る!触れる!学ぶ!体験イベント

「第10回テクノフェアInねやがわ」

を寝屋川キャンパス・駅前キャンパス

で開催されました。

「第57回大学祭」オープ二ングセレモ二一

(母校・寝屋川キャンパスの中庭ステージ)

母校で「第57回大学祭」聞かれる
.オープ二ングセレモ二一

r sh i n i ng j ewe I sJテーマの「第

57回大学祭」のオープ二ングセレモ

二ーは 11月4日午前 10時から、母

校・寝屋川キャンパスの中庭ステー

ジで開催されました。

まず、母校の大石利光学長は「今

年のテーマはご来場くださる全ての

方に宝石にも負けない光り輝く笑顔

になっていただきたいという思いが

込められていると聞きました。ご参

加くださった皆様が輝く笑顔で喜ん

でいただける大学祭となるようお祈

りしますJとあいさつ。

次いで母校・学生部長の伊輿田功

先生は「春ころから 1年生が主力メ

ンパーである大学祭実行委員会の方

たちが意見を戦わせながら準備して

きた大学祭がいよいよ始まります。

厳しい予算制約の中で最高のパ

-・・11プメ|
同

E 
圃F

子供「餅っきjに挑戦する光景

24 

フォーマンスとなるものと期待して 祭になることを期待します」と述べ

います」述べました。 ました。

続いて同窓会組織である友電会の 最後に第57期大学祭実行委員会

福田武(E02)会長は rOBとして、母 の坂部海地委員長は「上回生5人、 1

校の大学祭を楽しみにしてきまし 回生 17人の委員で計画してきまし

た。近所の方々など、すでに多くの た。多くの企業様、団体様のおかげ

来場者がつめかけています。楽しい で今日という日を迎えることができ

大学祭になるよう期待していますJ ました」と語り、「輝く宝石のような

と語られました。 第57回大学祭の開幕です」と開会を

クラブ同窓会の竹田治英(F19)会 宣言しました。

長は「今回のテーマのように、『宝石

を輝かせる』すばらしい大学祭にな .キャンパス内では各種の催しが

るように頑張ってください。大学祭 大学祭期間中の4日、 5日は各所で

のパンフを見ても、楽しい催しが目 楽しい催しが展開されました。

白押しですJあいさつしました。 両日ともにJ号館1階のレストラ

母校の第57期常任自治委員会の ンで「エレク卜口ニクス展」、同じレ

本多竜太渉外部長は「大学祭は大学 ス卜ランで「似顔絵の世界!!J、円形

で行う一番大きなイベントです。個 芝生の広場では rKEEPON BEATZJが

性豊かな実行委員会の手によって、 催されました。

宝石のように輝く思い出となる大学 4日の午前10時30分から、 J号館

「エレク卜口ニクス展Jの会場 にぎわった「模擬庖」街



あいさっする

大石利光学長

あいさっする

伊輿田功学生部長

あいさっする福田武 あいさつする竹田

CE02)友電会会長 治英CF19)クラブ同

あいさつする第57
期常任自治委員会

の本多竜太渉外部

長

窓会会長

開会宣言をする第57
期大学祭実行委員会

の坂部海地委員長

1階のラウンジで「餅っき大会」。子

供たちが必死になって餅つきに挑戦

し、親たちも応援するなど、和んだ

雰囲気に包まれていました。

グラウンドでは正午から、「君も

スパイになろう」のテーマで「スパ

イ訓練所jが開設され、親子連れな

どが楽しんでいました。

このほか、午後 1時から中庭ス

テージで「ゲームアトラクション」、

また、 J号館1階のラウンジでは「モ

ンスタークエス卜」、続いて「クイズ

王に俺はなる!J、 3時30分からグラ

ウンドで「飛ばせRocketJが展開さ

れました。

また、恒例の「クロスドレス~美

を求めて'""Jは、 4日午後5時から中

庭ステージで聞かれ、大変なにぎわ

いでした。

5日はグラウンドで午前10時から

1 '"" 4つの試練を乗り越えろ'""Jの

テーマで IFOURTHTR I ALJが、午後

-なわフェス

母校・四僚畷キャンパスで

「なわフzス， 17 J を開催

11月26日(日)、母校・四傑畷キャ

ンパスで「なわフ工ス .17Jを開催

しました。

「なわフ工ス」は、学外の方々に本

学のことを知ってもらうことを目的

に始まった四傑畷キャンパスの一大

イベン卜です。8回目を迎える今年

は『お菓子』をテーマに、四傑畷キャ

ンパスイベン卜運営委員会の学生が

中心となって、趣向を凝らした多彩

な企画を実施しました。

コナミホールでは声優の藤田茜さ

んと野村麻衣子さんによるトーク

ショーが開催され、集まったファン

の方々で会場は大いに盛り上がり、

体育館やKOZUKIホールでは、お菓子

をモチーフにしたゲームや後援会

(保護者の会)による塗り絵を楽し

む家族連れの方々で賑わいました。

ほか、オンライン力一ドゲーム

4時から「つくってとばそ'""I ock on 

'""Jo J号館1階のラウンジでは10時
30分から「お宝ゲットたぜ!J、1時

30分から「ぱくぱくリズムキャッ

チ」、午後4時30分から「テレじの

ピンチを救え」が催されました。

中庭ステージでは午後6時30分か

ら「ビンゴ大会で景品が欲しい!!J

が展開され、多くの来場者が詰めか

けていました。

なお、中庭スジでは午後6時から

IShadow verseJの大会や、学生が制

作したゲームの展示、ストリー卜部

によるステージでのパフォーマンス

など、非常にバラエティ豊かなライ

ンナップで、幅広い層の方々が「な

わフェス」を楽しみました。

学生たちは、自分たちで企画・運

営することで多くのことを学び、ま

た来場者の方々との交流も深まり、

とても楽しく貴重な経験となりまし

た。

(記事・写真ともに母校ホームペー

ジ 12017.11. 27」掲載より)

「エンディングセレモ二一」が行わ

れ、つづいて「じンゴ大会」が催さ

れました。

模擬庖も毎年人気の「感電焼ゾ

パ」など、『おいしし\~ものを販売す

る庖を中心にクラブなどが約40庖

を出庖、にぎわっていました。また、

展示・発表では ISF研のヤベー奴」

など13会場にのぼりました。

まさに「宝石が輝く」楽しい催し

~ ¥っぱいの大学祭でした。
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.母校のトピックス

母校・「建築J rゲーム」の2分野・新学科スター卜

母校では、2018年4月に工学部「建

築学制」と総合情報学部「デジタル

ゲーム学制J1ゲーム品メディア学

制Jをスター卜します。「建築学制」

の新設により、工学部の幅が広が

り、 IGAME思考が、人を日本を世界

を熱くする」をスローガンにした

「ゲームJ関連学制の誕生により、母

校は新たなスター卜を切ります。こ

れを機会にOBとして「われらの母

校」を力強く応援していきたいもの

です。

.工学部 「建築学制」

IITや最先端技術に強い、次世代

の社会を担う建築士」 母校では

2018年4月、工学部に「建築学制」を

発足します。

近年、建築の IT化や多様化が進む

中、建築に求められるこーズが複雑

化し、建築士には幅広いスキルが求

められています。

そこで、母校の強みである IT、さ

らには環境や情報まで多岐にわたる

専門領域の知識を基盤に、次世代を

担う建築士の育成をめざします。

また、これからの持続可能な社会

を実現するための「人と環境に配慮

した建物・まちづくり」にも取り組

み、社会に貢献できる建築家・建築

技術者を育てていきます。

• 1建築学制Jに関連する資格

万全の資格取得サポートにより一

級・二級建築士、木造建築士の取得

をバックアップします。

・最先端が学べる充実した施設

製図室やコンビュータ環境を整

備。最先端技術の建築への応用をめ

ざし、 3D造形先端加工センターなど

も設けています。

・経験豊かな教授陣

建築の第一線に立ち、さまざまな

分野で現場経験が豊富な教授障が揃

います。

.総合情報学部「デジタjしゲーム

学制J1ゲーム8メディア学制J

IGAME思考が、人を日本を世界を

熱くするJをスローガンに、母校で

は2018年4月に「ゲーム8メディア

学制」を開設します。

かつてゲームはテレじゃゲーム機

の中だけでした。でも今はどうだろ

つ。

そのゲームの技術は「遊び」の領

域から、「本気」で世の中を動かす

「術Jになっています。

「ゲーム」とはもはや、メディアで

あり、テクノロジーであり、リアル

であり、未来であり、社会をより

母校ホームページより

ハッピーに変える力なのかもしれな

。、
、，4

i
v
 

あらゆる人が楽しめる仕組みを生

み出す IGAME思考」の可能性は、ま

だまだ広がっていきます。

日本初の「デジタルゲーム学制」

設立から 13年。

このたび、「デジタルコンテンツ」

を幅広く学び、ゲームの可能性を広

げる「ゲーム8メディア学制」が新

たに誕生します。

産まれ変わった「デジタルゲーム

学制」とともに、ゲームの魅力を広

げて、世界を熱くしませんか。

(詳細は母校ホームページ http:// 

WWW. osakac. ac. jp/ をご覧くださ

し¥)

母校・長崎外国語大学連携

「第1回SD研修会」を実施

平成29年9月28日(木)、母校と

長崎外国語大学との「第1回SO研修

会」を長崎外国語大学で開催しまし

た。この研修会は、先日締結された

両校の大学問連携に関する協定に基

づくものです。

今回は「学内ネットワークの情報

管理について」と題し、職員の視点

からの本学のネットワークの概要、

情報資産の管理等の現況報告と今後

の課題等についての発表を行いまし

た。

学内ネットワーク管理は双方の大

学にとって重要事項であり、参加者

は発表を熱心に聞き入り、有意義な

研修会となりました。

連携協定に基づき今後は、(1)教育

研究の連携に関すること、 (2)学生聞

の研修・交流に関すること、 (3)教職

員のFO.SO研修に関すること、 (4)教

職員聞の人事交流に関すること、を

中心に取り組みを行っていきます。

(記事・写真ともに、母校ホームペー

ジ 12017.10. 10J掲載より)
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基礎理工学制の

新入生歓迎イベン卜

「卵落としコンテスト」を開催

母校・工学部基礎理工学制の新入

生歓迎イベン卜「卵落としコンテス

トJが5月19日(金)に寝屋川キャ

ンパスで開催しました。

「卵落としコンテスト」は、 A2ケ

ン卜紙1枚、はさみ、ものさし、セ

ロハンテープなどの限られた材料を

使って卵を守る緩衝器を製作し、卵

が割れないように学舎5階(約18mの
高さ)から落とす競技です。物理な

どの和学知識だけでなく、アイデア

やモノづくりのセンスも問われる頭

脳競技で、今年で11回目を迎える基

礎理工学制の恒例行事となっていま

す。

新入生は3、4人ずつのはチーム

に分かれ、約1力月前から製作を開

始。なかなかアイデアが浮かばず苦

労しながらも、メンバー全員で協力

し、個性豊かな作品を完成させまし

た。

当日は、各チームの代表者が設置

された的をめがけて順番に作品を落

とし、 14チーム中6チームが卵を割

らずに落とすことに成功。風が少し

強い日だったこともあり、壁にぶつ

かったり、思ってもいないところへ

飛んでいったりとハプニングもあり

ましたが、拍手や歓声、笑いが絶え

ず、参加者全員が大いに楽しんでい

ました。

競技終了後にはプレゼンが行わ

れ、各チームが作品の特徴や独自の

工夫などを発表しました。そして審

査を待つ問、落とした卵を使った卵

料理や軽食を楽しみ、談笑しながら

過ごしました。

結果は、卵を割らずに、かつ目標

にもっとも近い位置に落下させた

「タマゴ守り隊」と「ザ・ネイチャー

ズJの2チームが最優秀作品賞を受

賞。見事なプレゼンテーションを

行ったチーム「卵戦隊守るん

ジャー」にはプレゼン賞、卓越した

アイデアで作品を作ったチーム

rYNNTJにはアイデア賞、目標に一番

近い位置に落下させたチーム「肥下

と愉快な仲間たち」にはホールイン

ワン賞が授与されました。

基礎理工学斜主任の柳田達雄教授

は、「この行事は、『仲間とのコミュ

二ケーション』と『モノづくりを楽

しむこと』を目的に開催している。

学生らが和気あいあいと楽しく取り

組んでくれてよかったJと笑顔で語

りました。仲間との親睦を深め、モ

ノづくりの面白さを体験した新入生

の皆さんが、今後も楽しみながら学

びを深めてくれることを期待してい

ます。

なお、本日のイベン卜の様子はJ:

COM rデイリ一二ユース北河内Jで5
月22日に放映されました。

(記事・写真ともに「母校ホームペー

ジ・2017-05-19J掲載より)

名誉教授称号記授与式を

行いました

平成29年8月1日(火)、母校・寝

屋川キャンパスで名誉教授称号記授

与式を行いました。

授与された先生は次のとおりで

す。

・福田共和(元副学長・工学部基礎

理工学制教授)

・山原英男(元工学部数理制学研究

センタ一教授)

・森下克己(元工学部電子機械工学

制教授)

・大野宣人(元工学部基礎理工学制

教授)

・辻谷将明(元情報通信工学部情報

工学制教授)

・樋口英世(元情報通信工学部通信

工学制教授)

大石利光学長と成瀬淳理事長から

は、今回授与された先生方の長年に

わたる大学への貢献に対し感謝の言

葉が述べられました。また、授与式

後の昼食会では、和やかな雰囲気の

中、思い出話や近況報告などを楽し

む様子が見られました。

(記事 ・写真ともに母校ホームペー

ジ r2017.08. 02J掲載より)



.課外活動関係
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.母校の学生団体一覧

新入生学生数

・体育会所属公認団体(部)

合気道部 2 13名

アメリ力ンフ ットポール部 8 29名
空手道部 1 5名

弓道部 6 13名

剣道部 3 18名

硬式庭球部 10 20名

硬式野球部 25 82名

サイクリング部 7 11名

サ ッ力一部 21 36名

自動車部 14 40名

柔道部 4 9名
少林寺拳法部 o 5名
女子バスケ ットポール部 6 17名

スキ一部 22 46名

ソフトテニス部 4 17名

車球部 5 21名

男子バスケ ットボール部 13 32名

軟式野球部 14 34名

バドミントン部 7 23名

バレーボール部 10 18名

ハンドボール部 6 22名

ラグじーフ ットポール部 o 6名
陸上競技部 7 17名

フットサル部 8 27名

小計 203 561名

-文化会所属公認団体(部)

映画研究会 10 46名

SF研究会 24 56名

音響研究会 o 5名
管弦楽団 8 17名

ギターマンドリンクラブ 3 8名
軽音楽部 19 41名

コミックアート 9 34名

吹奏楽団 o 16名

ストリー卜部 8 17名

通信研究会 5 19名

デザインコミュニケーション部WAVE 15 25名

電子技術研究部 4 25名

電子計算組織研究会 15 38名

Photo部 115名

文道部 1 14名

放送研究会 4 18名

小計 126 396名

2017年6月1日現在

新入生学生数

・文化会所属公認団体(同好会)

奇術愛好会 2 9名

美術愛好会 o 1名
ボランティア同好会 2 8名

小計 4 18名

-その他団体(委員会)

常任自治委員会 7 20名

大学祭実行委員会 17 22名

四傑畷キャンパス 19 29名

イベント運営委員会

小計 43 71名

-自由工房

マイコン力一ラリー

マイク口マウス

知能ロボ ッ卜

EV (電気自動車)

レスキューロボ ッ卜

じ卜型口ポ ット

I J、計

.学生部登録サークル

漕艇 o 4名

1 4名
1 3名

3 11名

2 4名
3 13名

10 21名

20 56名

3x3 2 12名

アウトドア 13 13名

ラーメン 8 17名

東方二次創作 10 11名

PlayAndCreate 20 46名

OELC 0 24名

OE-Sports 0 20名

DJ 7 7名
ねやフアーム o 6名
前Iant i s 10 10名

車上遊戯研究会 o 6名
TRPG 0 14名

遊戯王 16 16名

小計 86 206名

.休部団体

学生自治会直属公認団体

雁援圏

.総合計 482 1308名

自由工房の学生が

「ロボファイ卜 18Jで

優勝・準優勝しました

平成29年9月3日 (日)、関西最

大級の二定歩行ロボッ卜格闘競技会

「ロポファイ卜 18Jが大阪工業技術

専門学校で開催され、自由工房じト

型口ポットプロジェク卜の吉田拓斗

さん (工学部機械工学制1年生)が

rSRC1.8kg以下級」で優勝、森下英

治さん(総合情報学部情報学制2年

生)が同級で準優勝しました。

rSRC1.8kg以下級」は、市販の機

体や r1.8kg以下」の自作機を対象

とした小型機専用の部門で、本大会

では31台がエントリーしました。

自由工房で自作したオリ ジナAの

口ポ ットrb (フラ ット)Jで参加し

た吉田さんは、大学に入ってからじ

-課外活動団体の現状

・在籍学生数 新入生学生数

(6月1日現在 1178 5019名

加入率 (%) 新入生全部員

課外活動団体 40.9 26. 1 
公認団体 28.3 19.4 

2016年度公認団体加入率 (%)

21.3 17.3 
2015年度公認団体加入率 (%)

18. 2 16. 7 
2014年度公認団体加入率 (%)

18.7 16.9 



卜型ロボッ卜を始めましたが、めき

めきと力を付け、今回、公式大会で

初の優勝を果たしました。

森下さんもオリジナルのロボッ卜

「コン力ラ一」で参加し、同門対決と

なった決勝戦で惜しくも吉田さんに

敗れましたが、自由工房の2人で優

勝・準優勝というすばらしい結果と

なりました。

今回の大会には、自由工房じ卜型

ロボッ卜プロジェク卜から9人の学

生が参加しました。

吉田さんと森下さんのほかに、藤

本恵太さん(工学部電子機械工学和

1年生)が fSRC1.8kg以下級」でベ

スト 4に入りました。

自由工房じト型ロボッ卜プロジ工

クトは、四候畷キャンパス2号館3階

の工房で活動しています。板金加工

などの装置を使って、市販のロボッ

卜の改造や自作ロボッ卜の製作、さ

らにそれらの動作のプログラミン夕、

も行っています。今回のような大会

に参加することで、日頃の成果を発

揮するとともに、さらなる技術の向

上をめざしています。

(記事・写真ともに母校ホームペー

ジ f2017.09. 04J掲載より)

母校・自動車部主催

f2017電通大AUTUMNラリー」

聞かれる
母校・体育会自動車部 COECU-AC)

主催の f2017電通大AUTUMNラリーJ
が10月29日(日)に開催されまし

た。

このラリーは、四候畷キャンパス

をスター卜・ゴーjしとして、奈良県、

京都府を周回する約120kmのコース

で、平均速度や所要時間に従って走

行し、所定の到着時間との誤差の少

なさで勝負するアベレージラリーと

なります。

開催に先立ち、自動車部顧問で本

大会会長の森幸治副学長と、自動車

部部長で大会競技長を務める但井良

輔さん(情報通信工学部情報工学制

3年生)が、「くれぐれも事故のない

ように気をつけて完走してくださ

l ¥Jなどと挨拶を述べました。

午前9時には、 15台の参加車両が

四傑畷キャンパス第2駐車場のゲー

卜から出発し、途中天候が崩れるこ

ともありましたが、午後2時過ぎに

は次々と四傑畷キャンパスに戻り、

ゴールをくぐりました。

表彰式では、伊輿田功学生部長の

挨拶に続き、総合クラスの1""3位

にJAFメダルと楯、副賞、 4
""6位に楯と副賞が贈られ

ました。このほかクローズ

ドクラスの優勝者などにも

賞が贈られました。

(記事・写真ともに母校ホー

ムページf2017.10. 30J掲載

より)
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-課外活動関係

女子バスケットボール部が

「電通カップ・近畿フェスティパル2017Jで優勝

女子バスケットボール部は、 12月
26日(火)、 27日(水)に開催され

た「電通カ ップ・近畿フェスティパ

J[.， 2017 Jで優勝をおさめ、シーズン

最後の大会を終えました。

「電通力ップ ・近畿フ工スティパ

ル」は、近畿地区を中心lこ全国より

高校11チームを招待し、強化・交流

および普及を目的とする親善大会で

す。試合方法は3チームを 1っとす

るブロックに分かれてリーグ戦を行

い、各ブロ ックの成績から、決勝

トーナメン卜、 2位トーナメン卜、

3位トーナメン卜に進出して順位を

決定します。

初日のリーグ戦では、贋学館(京

都)と芦屋学園(兵庫)に勝利して

Aブロックを 1位で通過し、決勝

トーナメントでは、大津商業(滋賀)

に勝利して修文女子(愛知)との決

勝に駒を進めました。大型選手を擁

する修文女子にリードされる場面も

ありましたが、厳しいディフェンス

からの速攻を武器に要所でシュー卜

を決め、全国を狙う強豪チームとの

激戦の末見事勝利をおさめ、電通

力ップ優勝でシーズンを締めくくり

ました。

市谷浩一郎監督(医療福祉工学部

健康スポーツ制学制准教授)は「予

選リーグ・決勝トーナメン卜ともに

チームの持ち昧を発揮して戦うこと

ができました。電通力 ップは招待す

る側であり、大会の設営や物品の手

配等に多くの準備が必要となる中、

マネージャーを中心に部員が本当に

よく頑張ってくれ、無事に終了でき

たことが何より嬉しいです。お力添

えを賜わりました関係者の方々およ

び来場者の皆様に心より感謝と御礼

を申し上げます」と述べました。

また、マネージャーの山本ほのか

さん(医療福祉工学部健康スポーツ

制学料3年生)は、「チームのデータ

収集やコンディショ二ン

グだけでなく、招待校の

ホテル探しゃ物品の手配、

大会のスケジューJ[.，管理

など大変でしたが、優勝

で苦労が一気に吹き飛び

ました。この調子で来年

度も成績が残せるようサ

ポー卜して行きたいと思

います」と語ってくれま

した。

市谷監督と部員たちは、本大会を

振り返るとともに、次のシーズンに

向けての決意を新たにする様子でし

た。女子バスケットポール部の今年

の活躍にもご期待ください!

(記事 ・写真ともに母校ホームペー

ジ f2018.01. 09J掲載より)

{大会順位】

優勝:大阪電気通信大学

準優勝:修文女子高校 (愛知)

3位 :高知商業高校 (高知)

4位:大津商業高校 (滋賀)

5位〈敢闘賞):高田商業高校 (奈良)

6位:鳴門高校 (徳島)

7位 :芦屋学園高校 (兵庫)

8位 ・好文学園女子高校 (大阪)

9位 〈敢闘賞):

六甲アイランド高校 (兵庫)

1 0位:京都魔学館高校 (京都)

1 1位 :城陽高校 (京都)

1 2位:羽衣学園高校 (大阪)

最優秀選手賞:三津風香さん(医療福

祉工学部健康スポーツ税学制2年生)

優秀選手賞:蕃田清楓さん(医療福祉

工学部健康スポーツ私学制1年生)



「女子バスケットボール部」

大阪府民体育大会で

優 勝!

5月13日(土)'" 6月1日 (木)の

期間で開催された大阪府民体育大

会・バスケットポール競技におい

て、母校の「女子バスケットポール

部」が見事優勝を果たしました。こ

の大会は、大阪府下の実業団やクラ

ブチームなど全ての力テゴリーを対

象とした大会で、女子バスケット

ポール部は昨年準優勝をおさめてお

り、今回はその記録を超える悲願の

優勝となります。

6月1日(木)の決勝は、大阪中央

体育館において予選1位の大阪社会

体育専門学校との対戦。試合は出だ

し本学がリードするものの、相手の

シュー卜がよく決まり前半終了間際

に逆転されてしまうという展開。後

半に入っても一進一退のままリード

を5点に広げられましたが、最終ピ

リオドを迎え、プレッシャーを強め

た本学テ、ィフェンスを前に相手チー

ムのシュ一卜が落ち始め、残り 2分

で遂に逆転。その後は粘る相手チー

ムを4点差でかわし、見事、初優勝

という結果をおさめました。

.キャプテン荒木ありすさん(医療

福祉工学部健康スポーツ和学制 3

年)のコメン卜

「前半は途中で相手に流れを持つ

大阪府民体育大会で優勝

「女子バスケッ卜部」に

友電会からお祝い金

友電会(福田武(E02)会長)では、

平成29年5月13日(土)'" 6月1日

(木)に開催された大阪府民体育大

会・バスケットボール競技におい

て、母校の「女子バスケットポール

部」が優勝したのを祝うため、 7月

12日(水)に母校・四傑畷キャンパス

の体育館でお祝い金10万円を贈呈

しました。

贈呈式は岡本清孝(H1D友電会副

会長から、キャプテンの荒木ありす

さん(医療福祉工学部健康スポーツ

制学制3年)に手渡されました。荒

木さんは「今回のお祝い金は本当に

うれしいです。今後は、関西女子バ

スケットボールリーグ1部への昇格

や府民大会の連覇を目指していきた

ていかれ逆転されましたが、市谷先

生の指示とベンチの声かけで粘り強

くプレーを続けることができまし

た。やはりコートとベンチが一体と

なって最後まで戦えたことが勝因だ

と思います」

.市谷浩一郎監督(医療福祉工学部

健康スポーツ料学制准教授)のコメ

ン卜

「最高でも最低でも優勝!と挑ん

だ大会。準決勝も決勝も負けてもお

聞ふ自;百ま，.
1 、 RT・Lk~..1I

¥‘. 
l¥. 

岡本・友電会副会長から荒木キャプテンに

お祝い金贈呈写真

女子バスケットボーA部員と友電会の

岡本副会長、柴垣佳明(033)事務局長

(母校教授)との記念写真

L ¥Jと意気込みを語っていました。

当日は毎日新聞社が取材に来るな

ど、母校の「女子バスケットポール

部」は、学内外から注目されていま

す。

かしくない相手でしたが、選手がま

とまりよく頑張ってくれました。た

だ、内容的には満足していません。

まだまだ強くなるチームなので、こ

の結果に慢心せず、もう 1ランク高

いチームに仕上げて行きたいと思い

ます。今大会、応援に来て頂いた保

護者や教職員の皆様の声援に勇気を

頂けました。心より感謝と御礼を申

し上げます」

二人のコメン卜は、今大会を通じ

た確かな手応えと、次のステップへ

の新たな決意を感じさせるものでし

た。これからの女子バスケットポー

ル部の活躍がますます期待できま

す。

.決勝・結果

大阪電気通信大学(予選2位) 67 

{18-14、11-16、12-16、26-1n63大

阪社会体育専門学校(予選1位)

(記事、写真ともに母校ホームペー

ジ 12017.06. 02J掲載より)
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総合情報学部の

卒業研究・制作展 「友電会賞」を受賞した組に

表彰状を手渡す福田会長

母校の大石利光学長

友電会会長

「グランプリ」を

受賞した苦肉雄

r2017年度 なわてん」
r2017年度なわてんJ(母校 ・総 作品が展示され、多くの来場者でに (総合情報学部デジタルアート ・ア

合情報学部卒業研究・卒業制作展) ぎわいました。 ニメーション学制)の作品 ri n 

は、平成30年2月3日(土)、 4日(日) 友電会では、母校の「大イベン卜」 osakaJが選ばれました。日常的な大

の両日、母校・四傑畷キャンパスの を後押しするため昨年から協賛、 阪のよさをキャラクターを通じて表

6、7、10号館、体育館で開催されま 「友電会賞」を創設しました。 現した平面作品です。

した。4日はコナミホールでスぺ 3日午後、福田武(E02)友電会会長 「友電会賞」は、「喫煙発見セン

シャルイベント『なわてんグランプ をはじめ、担当の事業部会の川口明 サーシステム」、 r2018年問題を想定

リ』が催され、出品された 197作品 良(F04)部会長などが各作品を見回 した中堅大学の生き残り戦略J、「鬼

の中から優れた作品に各賞が贈られ り、 3組を選定しました。 灯に告げる(ほおずきにつげる)Jの

ました。友電会では、昨年から「な 3組に贈られました。3組には、福田

わてん」に協賛、「友電会賞」を3組 • rなわてんグランプリ」 友電会会長から表彰状と副賞が手渡

に贈呈しました。 4日午後3時からコナミホーjしで され、作品を講評(別項の「友電会

スペシャルイベント「なわてんグラ 賞」講評を参照)しました。

• r友電会賞」を3組に贈呈 ンプリ」が約300名が出席して開催 また、「後援会賞Jには、「小型ヒ

「なわてんJは、総合情報学部デジ されました。 卜型ロボッ卜搭載用の2個の魚眼力

タルゲーム学制、情報学制、メディ 賞は、「グランプリ」、「準グランプ メラ映像の没入提示J(助光朔真さ

アコンビュータシステム学制、デジ リJ、「観客賞J、「友電会賞」、「後援 ん・総合情報学部情報学制)が選ば

タルアート・アニメーション学制の 会賞」、「アゴラ賞」、「学術研究賞」、 れました。

4学制の卒研生が「卒業研究・制作 「芸術賞」の8つの「賞」があり、会 表彰式の後、入賞者を中心とした

展」として開催しているものです。 場で表彰状と副賞が手渡されまし 写真撮影が行われ、閉会しました。

今回で15回目を迎え、 197作品が出 た。

晶されました。卒研生の個性豊かな 「グランプリ」には、吉内雄大さん 入賞者の記念写真
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友
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.rホーム力ミングデー」開く

4日午後O時30分から、母校・四

傑畷キャンパス7号館1階のカフェ

テリア「エルス工じ口」で、総合情

報学部の「ホーム力ミングデー」が

約70名が参加して聞かれました。

同デーはデジタルゲーム学制の山

路敦司先生の司会で開会、あいさつ

に立った福田武(E02)友電会会長は、

「同じ学部の卒業生が集まり、情報

を交換し、母校の現状を見るなど、

大変有意義なことです。今後もこの

催しが続くことを期待していますJ

と語りました。

続いて母校の大石利光学長は、

「本日は卒研生の卒業研究発表の日

です。作品を見学するなど大いに楽

しんでくださC¥Jとあいさつ。

デジタルゲーム学制の渡部隆志先

生の乾杯の音頭でパーティの開宴と

なり、各所で情報交換する光景が見

られました。

• I友電会賞J講評

友電会会長福田武(E02)

今年で 15回目を迎えた総合情報

学部卒業研究・卒業制作展「なわて

ん」に友電会として昨年から参加

し、今年も友電会賞として下記の3

作品に授与いたしました。

映像作品、 3DCGアニメ、 AR.VR作

品、ゲームアプリ、音響作品、イラ

スト、 3D造形、プログラミング、研

究論文など幅広い作品の中で、年々

内容も充実、向上し、社会に貢献す

るテーマも多く見られました。

これら幅広い作品の数々(約197

点)から3作品を選定するにあたり、

大変苦慮致しましたが、学生の充実

した熱意を感じ取ることができまし

た。

1、「喫煙発見センサーシステム」

-論文

-上善研究室長尾拓也

今はやりのモノのインターネッ

トー10Tーを使った喫煙発見システム

の研究で、インターネットを介して

ガスセンサーのデータを収集し、タ

バコを吸っているかもしれない場所

を検知するシステムの開発と実験の

発表です。また、ガスセンサーでタ

バコを煙検するには多少時間の遅れ

が生じるため、力メラを併用して画

像認識によりタバコを吸っているか

もしれない映像を見つけられるよう

にしています。

この画像認識部分は機械学習を

使っていて、これも今はやりのAI

です。センサーをどうやって設置す

るか、タバコ以外の煙についてもど

う反応するかを確かめて、精度を高

めるための研究です。

2、r2018年問題を想定した中堅大

学の生き残り戦略J

-論文

-小森研究室八橋佑太

2018年問題とは、 18歳人口の長期

的な減少が確実化されており、大学

進学率も伸びないと予測されること

から、「定員割れ」の大学が続出する

ことになり、既に多くの大学におい

て、学生獲得競争が激化しており、

各大学は生き残りをかけて改革が進

められるようになってきました。

特に中堅私立大学経営において、

学生募集や入学者の勧誘の強化は、

急を要する経営課題となってきまし

た。マーケティング活動を基本に将

来の成長戦略を考える上で、企業経

営におけるCI活動にならって、広報

活動の在り方を学生からの目線で、

問題意識をもって取り組んだ研究で

す。

3、「鬼灯(ほおずき)に告げる」

・映像作品

・寺山研究室

小西雅、山下ヤンディ一

本格的かつ映像美溢れるサイコホ

ラー短編映画であり、学生の域を超

えるプ口顔負けの機材や制作環境を

作者2名のノウハウや経験、そして

バイタリティで整え、それらを駆使

できていることです。撮影、配役、音

楽、編集の各工程において、プ口の

仕事と言っても過言ではない程のレ

ベルに達しているといえます。

内容的には、 WSNSに潜む危う

さへの警鐘』をテーマとしており、

力メラワークの巧さと、プ口用の色

調補正ソフトを駆使した美しい映像

美が大変素晴らしい作品です。
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テスター製作の会場光景

(Wなわてんグランプ リ 2017~ 受賞作品は、誌面の都合上、このページに掲載しました)
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. ~なわてんグランプリ 2017~ 受賞作品

[グランプリ]

。作品名:r i n osakaJ 
・吉内雄大さん (総合情報学部デジタルアート・アニメーション学制※)

【準グランプリ】 (2作品受賞)

.作品名:r三人称視点ARマスタスレーブ方式によるロボッ卜アームの遠隔制御」

・三谷峻生さん (総合情報学研究制 コンビュータサイエンス専攻)

・三谷一輝さん (総合情報学部 情報学制)

。作品名:r卵」
・ザン洋さん (総合情報学部デジタルアート・アニメーション学制※)

【観客賞]

.作品名:rG 1 aduator J 
・芥直弥さん (総合情報学部 デジタ)1.，アー卜・アニメーション学制※)

・赤井諒さん (総合情報学部 デジタルアート・アニメーション学制※)

')11枝直輝さん(総合情報学部 デジタルアー卜・アニメーション学制※)

・山下達也さん (総合情報学部 デジタルアー卜・アニメーション学制※)

[友電会賞)(3作品受賞)

.作品名:r喫煙発見センサーシステム」

・長尾拓也さん(総合情報学部 デジタルゲーム学制)

・作品名:r2018年問題を想定した中堅大学の生き残り戦略J
・八橋佑太さん (総合情報学部デジタ)1.，ゲーム学斜)

4砂作品名:r鬼灯に告げる(ほおずきにつげる)J

-小西雅さん、山下ヤンディーさん (総合情報学部デジタルゲーム学制)

【後援会賞〕

.作品名:r小型じ卜型ロボット搭載用の2個の魚眼力メラ映像の没入提示」

・助光朔真さん (総合情報学部 情報学制)

[アゴラ賞1
.作品名 :r楠正行物語」

-小原健也さん (総合情報学部 デジタルゲーム学制)

【学術研究賞】

4ゆ作品名:r公衆無線LANにおいて暗号化通信を実現するWaka-VPNの開発」

・若槻未緒さん、国本倫平さん (総合情報学部 情報学制)

【芸術賞1
.作品名:r伊賀組組を用いた衣装制作」

-福森満津絵さん(総合情報学部 デジタルアー卜・アニメーショ ン学斜※)

(※現デジタルゲーム学制)

友電会主催

友電会では平成29年 10月21日

(土)午後1時から、母校・寝屋川キャ

ンパスY号館5階Y510教室で「将来、

教職を目指す母校学生と OB教員と

の教育懇話会Jを開催しました。当

日は台風21号の影響で大雨となっ

たり、他の用事で参加予定の学生5
名が欠席するなどの影響があり、最

終的に学生6名、大石利光・母校学

長など母校関係者や友電会役員など

19名が参加。研修会の後、場所をZ

号館3階のレストランに移して懇親

会を聞き、親睦を深めました。

.開会式

今回で5回目を迎える同懇話会の

テーマは「学習指導力の向上

Part2Jと題し、「製作体験(テスター

製作)とOB教員との交流懇談会」と

して聞かれました。

開会式は津居比佐夫CHl7)友電会

理事・友電会びわこ支部長の司会で

スター卜 oまず、福田武CE02)友電会

会長のあいさつで始まる予定でした

が、台風21号の影響で長崎県佐世保

市在住のため出席できず、代わって

同懇話会世話人代表で副会長の麗谷

明CF12)氏が「大雨の中、出席ありが

とうございます」と感謝の意を表す

とともに、「今回の懇談会でOBの教

員と交流され、学習の指導力を向上

してほしL¥Jと述べました。

続いて、大石学長は「友電会が母

校への支援活動の一環として開催し

ていただき、感謝しています」と語

り、「今回の懇話会を通じて、学校教

育に従事するための意義や教育者と

しての在り方について学んでほし

た」とあいさつしました。



-教育懇話会

「教職目指す学生と08教員との教育懇話会」

指導講師の滋賀県立八幡工業

高校教諭の皆川重裕CG15)氏

.第I部「テスターの製作体験」

続いては、「テスター sanwa KIT-
8DJの製作体験です。

指導講師は滋賀県立八幡工業高等

学校教諭の皆川重裕CG15)氏。まず、

テスターを製作するまでの①流れ・

進め方、 ②パーツの確認、 ③ハンダ

付け方法と注意点ーについて説明と

実技があり、製作に着手しました。

学生とOB教員が、教えあい交流し

ながら製作しました。

午後2時にスタートし、午後4時

半まで、じっくり 2時間半かけての

実習でした。

ハンダ付けは、大半の学生が初め

記念写真

司会の漂居比佐夫 あいさっする教育懇 あいさっする

17 
講評を行う森石峰

一CF14)友電会理事CH17)友電会理事 話会代表の麗谷明 大石利光学長

CF12)友電会副会長

てとあって苦戦する姿も見られまし

たが、 OB教員の指導もあって何とか

テスターを完成させていました。

最後に完成チェック・動作点検が

あり、母校准教授の森石峰一CF14)

先生の講評で、閉会しました。

参加した学生からは、「教員を目

指している私たちにとって本当に良

い機会を与えていただき、感謝して

います」といった声が聞かれまし

た。

.第E部「懇親会」

第E部の「懇親会」は、 Z号館3階

の生協レストランで開催されまし

た。

母校・副学長の森幸治先生は、「教

員を目指している学生に対して、経

験しているOBの教員の方々に指導

と体験をさせていただき、ありがた

いことです。学生にとっては今回の

懇話会での経験を、教員として活か

してほしいです」とあいさつされま

した。

母校・工学部長の榎本博行先生の

乾杯の音頭で懇親会のスタートで

す。

立食パーティーでは、学生からOB
教員に対して「経験談」を求められ

るなど交流と親睦を深めました。
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【表紙3ページに関連写真]

友電会主催 「第40回卒研室対抗ソフトボール大会」

26チームが参加、西村研合同が優勝
友電会主催の「第40回卒研室対抗 ムの学生・教員が参加して開催され ライク、アウトの表示の他に、点数

ソフトポー)[.，大会」は、平成29年8 ました。 を表示できます。これらは、リモコ

月29(火)、 30日(水)に母校・寝屋川 言頭、あいさつに立った第40回大 ンによって内容を変更できます。こ

キャンパスのグラウンドで 26チー 会実行委員長の前川泰之先生(通信 のボードによってソフトポール大会

ム約380人が参加して開催され、熱 工学制)は f40回という節目を迎え が充実すればと思っています」と語

戦のすえ「西村研合同J(数理、基礎 た今回は26チーム380人が参加して りました。

理工)が優勝しました。今回は40回 の大会で、優勝力ップを目指して熱 最後に柴垣友電会事務局長から、

という節目の大会で、両日ともに気 戦を展開されんことを期待しますJ 試合ルールや注意事項などについて

温30度を超える猛暑の中で、文字通 とあいさつし、「第40回研究室対 説明があり、午前 10時に「プレー

りの熱戦が繰り広げました。参加し 抗ソフトポール大会」の開会を宣言 ポール」が宣言され、 2日間にわた

た学生からは「有意義なソフトポー しました。 る全 25試合の熱戦が展開されまし

ル大会でした。学生時代の良い思い 次いで、主催者の友電会を代表し た。

出になりましたJといった声が聞か て水谷元也(E0 8)友電会副会長は

れました。 「今日はかなり暑いので熱中症とケ • f熱戦」展開される

ガには十分注意され、学生生活最後 試合は、午前10時から寝屋川キャ

.開会式 のイベン卜・ソフトボール大会を楽 ンパスのグラウンドで、 A、B、C、D

「卒研室対抗ソフトボール大会」 しんでください。これが、人生の中 の4つのコートで一斉にプレーボー

は、「真夏の恒例の行事」として学内 での大きな思い出になることを願つ JL-。午前中から「晴れ」の中で試合

外で定評があります。同大会は、友 ています」と述べました。 が展開されました。好プレー、珍プ

電会が「学生にとって思い出に残る この後、前回の優勝チーム・早坂 レーが続出していました。

有意義な行事を開催したしリとの発 研(情報工学制)の代表から前川泰之 翌30日の2日目は、午前10時30

想からスター卜、今回で40回目とい 大会実行委員長に優勝力ップの返還 分から準決勝戦と午後1時30分から

う節目の回数を迎えました。 があり、レプリ力が贈呈されまし 決勝戦が行われました。

「開会式」は、 29日午前9時30分 た。 準決勝戦は田中(宏)研(電子機械

から寝屋川キャンパスのエテ‘ュケー 会場には、「スコアボードJ(写真) 工学制)と疋田研(電子機械工学制)、

ションセンター(J号館)東側の「円 が展示され、同ボードを製作しまし 西村研合同(基礎理工学制)と早坂研

形広場」で、柴垣佳明(033)友電会事 た富岡明宏先生(電気電子工学制)か (情報工学制)がそれぞれ対戦。疋田

務局長(母校教授)の司会で、 26チー ら説明がありました。「ボー)[.，、ス卜 研が7対4で勝利、西村研合同が20
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.卒研室対抗ソフトボール大会

あいさっする あいさつする大会委員 あいさっする友電会 司会の柴垣佳明

友電会の福田武会長 長の前川泰之先生 水谷元也友電会副会長 友電会事務局長

優勝チームの「西村研合同」に

前川委員長から優勝カ ップを贈呈

対5で大勝しました。

決勝戦は、疋田研と西村研合同の

対戦となました。熱戦が展開され、

西村研合同が 11対9という僅差で

「優勝」しました。

総括すると、疋田研が1回戦で28

点(相手は1点)、 3回戦で29点(相手

はO点)という大量得点を獲得、西村

研合同も1回戦で20点(相手はO点)、

準決勝でも20点(相手は5点)をもぎ

取りました。

その他は、 O点から16点以内で、 2

準優勝した「疋田研Jに

力ップを贈呈

対1や3対2などの試合も多く見ら

れ、総じて「熱戦」という試合が多

く見られました。そして「好プ

レー」、「珍プレー」も多々見られま

した。

.閉会式

「閉会式」は午後3時50分からグ

ラウンドで準決勝に出場した4チー

ム約60名が参加して行われました。

川崎孝則友電会事務局の司会で進

められ、前川泰之大会実行委員長は

rj!i40回 平 成29年度卒務室対銑ソフトボール大会』
総合せ結果

3位

優 勝

入錦研 (H)

渡漫械的

小 笹・寧菌研 (J)

-， 添田研 (J) ぜ

IJ!研 【H)~

阿 南 研 (J)..!.!

験寝研 (F)~

中国研 (U)

村上8研 (F)...2

西村合同研
優勝

〈勾巴科包号〉
E.~穂子ヱ学科
F通信エ学税
H 官産手機嫌工学将
J緯線エ学事斗

8 
事業研 (J)

lLJI、見山窃 (E)

9 土居研 (F)

田中〈孝}研 (u)

小枝碕 (T)

4 奮闘碕 (E)

6 海老原初 (E)

2 国φ〈定活再 (H)

上崎・菌研 (P)

綴本・甲骨沼研 (U)

前川研 (F)

5 苦言宙研 (J)

制基礎糧ヱ学科
P 情報エ~精

準 優 勝

3位

T メディアコンピュータシステム学科
U 環境科学科

今大会から導入された

「スコアボード」

3位の「田中(宏)研」と

「早坂研」に盾を贈呈

前回の優勝チーム「早坂研Jから前川泰之

大会実行委員長に優勝カップの返還

「熱中症やケガもなく、無事終わる

ことができました。そして大会は大

変有意義なものとなりました。参加

した学生にとっては本当に良い思い

出になったのではないでしょうか」

とあいさつo

続いて友電会の福田武CE02)会長

は「各試合ともに熱戦が展開されま

した。参加した皆さん、本当にご苦

労様でした。学生時代の良き 1ペー

ジになれば、大変意義のあるイベン

卜と思っています」と述べました。

この後、前川泰之大会実行委員長

と福田友電会会長から西村研合同に

優勝力ップ、疋田研に準優勝力ツ

プ、 3位の田中(宏)研と早坂研に橋

が手渡されました。

4チームの力ッフ。や楯を中心lこ、

集合記念写真を撮影し、「第40回(平

成29年度)卒研室対抗ソフトポール

大会Jは終了しました。
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• I東京支部」誕生

首都・東京に待望の
[表紙3ページに関連写真]

「友電会東京支部」
首都・東京に待望の「友電会支部」

が誕生しました。「東京支部」の設立

を平成29年 12月9日(土)正午から

東京都千代田区平河町の「都市セン

ターホテルJ1階のレストラン・ラ

ウンジ「アイリス」で東京都在住・

勤務はもとより近県の会友、母校理

事長・学長や友電会本部から会長な

ど51名が出席して祝福しました。な

お、懇親会に先立って「友電会東京

支部設立記念パネル討論会Jが行わ

れ、「学園と同窓会の理想の姿」を

テーマに活発な意見交換が展開され

ました。

.新設の「東京支部」とは

新設の「東京支部」は、首都・東

京の利便性を生かし、在京・都内在

勤の同窓、東京を通過点とする同窓

に対し、「道の駅」ならぬ「同窓の駅」

を標携しています。また、これまで

のような総会重視の活動から脱皮

し、 2力月に1回、研修会等の集会を

定期的に開催します。

主な活動は

①友電会定款や慣例を道守した事

業、同窓の情報交換
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②同窓諸氏の活動発表

③大阪電気通信大学在学生の実践活

動の支援

④同窓諸氏の功績を讃え、定年を迎

えられる同窓諸氏への称賛

⑤地域貢献

⑤親睦会、講演会の開催

⑦その他、目的達成に必要な事業で

あり、 2力月に1回(土曜日)、研修

会と役員・懇親会を開催するとし

ています。

.r友電会東京支部J設立総会

友電会「東京支部設立総会」は坂

本充CH21)東京支部事務局次長の司

会で開始しました。

まず初めに、東京支部設立準備委

員会の畝本正一CE07)委員長が「た

だいまより『大阪電気通信大学友電

会東京支部』の『設立総会』を開催

しますJと「開会」を宣言しました。

続いて「議長」選出に移り、立候

補者がいなかったことから東京支部

設立委員会があらかじめ選んで、いた

荒木秋男C1 06)東京支部監事が議長

に就任しました。

荒木議長は「受付で大阪電気通信

が誕生
大学友電会東京支部設立総会の資料

が配布されています。すでに一読さ

れていると思われ、意義がなければ、

拍手で承認をお願いします」と述

べ、全会一致で了承されました。

なお、「友電会東京支部Jの初代役

員は次の通り。

支部長観野福太郎CE04)・副支部

長中野正三CE05)・副支部長兼事務

局長畝本正一CE07)・副支部長兼事

務局次長会計新義孝CE1D・事務局

次長総務書記 正木康久CK20)・事務

局次長副総務書記 坂本充CH2D・幹

事広報坂手宏行CJ21)・同総務鈴

木顕広CE04)・同 岩本吉男CF05)・

同森脇憲治CK24)・同企画足立秀

之CJ25)・同企画石橋明美C125)・

監事荒木秋男C106)・間帯鯛森

CK23)・顧問宮崎孝CE01)・同 深

野隆司C1 09) 

.友電会東京支部設立記念

「パネル討論会」

「パネル討論会」は「学園と同窓会

の理想の姿」をテーマに活発な意見

交換をしました。

パネラーとして母校の成瀬淳理事



パネラーの福田武CE02)友電会会長 パネラーの大石利光学長 パネラーの成瀬淳理事長

長、母校の大石刺光学長、友電会の ④ 「専門部会」など「学園の運営基 推し進めるとともに、来年度から 3

福田武(E02)会長、モデレーターと 盤強化・改革のためのプロジェク つの新学制が発足、大学はもとより

して東京支部の観野福太郎支部長が 卜」を設けて推し進めてL¥く 。 高校の入試制度の改革など、「連続

ステージの上に。 ⑤ 「学園の機能体力強化への継続的 的改革」の体質を醸成していくとし

まず、観野氏が「今回は、東京支 な活動」を行っていく 。 ています。

部の設立を記念して、『学園と同窓 としています。

会の理想の姿』をテーマとして意見 理事長は、「第1次5力年計画はス この後、これらの説明報告に関し

交換を行いたい。これらの意見など ター卜したばかりですが、若干の改 て、出席者からの意見などがモデ

を通じて、母校はもとより友電会の 善兆候を感じます。これからが本番 レーターから求められ、「情報」につ

発展に結びつけていきたいと思いま であり、全員一丸となって進めてい いての提案が多く聞かれました。

す」とあいさつ。 きます」と力を込めて語りました。 また、大石学長から学制の増設や

最初は経歴などについて各自があ 次に「同窓会組織との連携に関す 授業等に関しての説明報告がありま

いさつした後、成瀬理事長が「学園 る課題Jとして、まず同窓会の目的 した。

の理想の姿の達成に向けて」と題し !ま 友電会の福田会長からは、「現在、

て、母校の改革推進の状況について ①会員相互の親睦を図ること 会の一般社団法人化を進めていま

説明報告しました。 ②母校と密に連携してその発展にあ す。これは母校の発展にもつながる

主な内容は、 わせて寄与すること ことと考えています」などの報告が

① 「学園が生き延びるための強固な の2つに集約されます。 ありました。

体制作り」として「今までのやり 「会員相互の親睦を図ること」は、

方を変えねばならなしリ -4月か 同窓会の共同体的な活動分野であ .東京支部設立総会「記念懇親会」

ら第1次5力年計画を推進。 り、「母校と密に連携してその発展 「記念懇親会」は同じく坂本事務

② 「機能体としての学園」一住み心 に寄与すること」については、これ 局次長の司会でスター卜しました。

地の良さを求める共同体的活動で まで理事、評議員として学校法人の 「乾杯」は、第1期生の宮崎孝(EOD

はなく「明確な目的があるか」な 決議に加わっています。また、就職 東京支部顧問の発声で出席者全員が

ど5つのチェックポイン卜を設け 支援やクラブ活動の支援など広範囲 起立して行われました。懇親パー

て推進する。 にわたっての活動が行われていま テーの開宴です。

③ 「学園の意思決定と情報共有のた す。 歓談中も各所で話し合う姿が見ら

めのしくみ」一理事会など各会議 学園としての今後は、 4月にス れ、和んだ雰囲気の中での懇親会と

は目的をもって開催する。 ター卜した「第1次5力年計画」を なりました。
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会話の内容は母校や友電会の発展

に関することが多く、学生時代や近

況報告も聞かれました。

このあと、畝本東京支部副支部長

から「東京支部設立Jの経緯などに

ついて報告がありました。

続いて、母校の寺西正光法人事務

局長、元友電会会長の中山修CF06)

友電会顧問、岡本清孝CHll)友電会

副会長、関東総支部の深野隆司

C 1 09)総支部長など多くの出席者か

ら、お祝いの言葉とともに近況報告

などがありました。中野正三CE05)

東京支部副支部長から返礼の言葉が

述べられました。

最後に紅一点の石橋明美C125)東

京支部幹事(企画)が今回の設立総会

について報告するとともに、「東京

支部の活性化を図るため、精いっぱ

い努力します」と語り、出席者から

大きな拍手が沸き起こっていまし

た。

時間も押し迫り、母校の「大学歌」

を大声で斉唱したあと、全員による

大きな声で母校の 「大学歌」を斉唱

「乾杯」の音頭をとる 「東京支部」設立について報 あいさっする深野隆司(109)
宮崎孝(E01)東京支部顧問 告する畝本正一(E07)東京支 関東総支部長

部副支部長

あいさっする母校の

寺西正光法人事務局長

報告する紅一点の石橋明美 返礼を述べる中野正三(E05)
(125)東京支部幹事 東京支部副支部長

「祝jの拍手で、来年度の再会を約し 出席者全員による記念撮影の後、

閉会しました。 2次会に繰り出すなど散会しました。

母校の図書館に

3冊の書籍を寄贈

会員の棲木親房CE02)氏から「母

校の図書館に3冊の書籍を寄贈」と

のメールをいただきました。fPICマ
イコンとネットワークJCオーム

社)、 fEXCELを用いた計測制御入門」

(電気書院)、「電気・電子実習3J(実

教出版、これは文相省認定の高校教

和書です)の3冊です。

いずれも著者は棲木嘉典CE32)氏

です。但し「電気電子実習3Jは共著

です。この他に実教出版の教斜書で

「プログラミン夕、技術」、「ハード

ウェア技術」の2冊(共著)があり

ます。図書館にはまだ展示スペース

40 

があると云う事ですの

で、後目、この2冊も寄

贈予定です。

これまでのいきさつ

は、この3冊は5年ほど

前から息子の書籍とし

て自分の部屋においていましたが、

私も先が短いと思い、身辺を整理し

ています。断捨離しなければなりま

せん。そう言う事情があり、この度、

大学図書館に寄贈する事に致しまし

た。

棲木さん、書籍の寄贈、ありがと

うございました。母校・図書館でも

楼木親房(E02)氏

喜んでおり、「有効に活用させてい

ただきます」とのコメントをいただ

いています。

なお、母校・図書館には「友電会

文庫jが設けられています。寄贈し

ていただいた本は「友電会文庫」に

所蔵しています。母校を訪れたさい

には、お立ち寄りください。



-トピックス

友電会主催の2017年度

「寝屋川ロボッ卜教室」開講

平成29年5月21日(日)、大阪電

気通信大学友電会(同窓会組織)主

催の2017年度「寝屋川口ポット教

室」が寝屋川キャンパスで開講し、

約70人の小中学生が参加しました。

この教室では、今後毎月第3日曜

日、全10回の講座を通じて小中学生

が楽しみながらモノづくりやプログ

ラミングを学びます。本学のOBをは

友電会京都支部が小学生向け

「楽しい電気教室」を

京都・亀岡市で開催

友電会京都支部(段安義彦(F06)支

部長)は7月22日(土)午前10時か

ら、京都・亀岡市の「ガレリアかめ

おかJ1階の研修室で、講師に元母

校教員・枚方テクノ力レッジ主宰の

竹本信之氏(E03)を招き、小学生向

けの「楽しい電気教室・ノーベル賞

受賞できるように頑張って!Jを開

催しました。7名の小学生とその保

護者の 15名が参加、約2時間にわ

たって『電気』について学びました。

じめ地域の企業やボランティアの

方々などの協力を得て毎年開催して

おり、在学生もアシスタン卜として

子供たちのサポートを行っていま

す。

講座は、「モノづくりJの初級・中

級、「プログラミング」の初級・中級

コースに分かれており、今年度初参

加となる小学生たちは、「モノづく

り初級Jにて、 OBや学生スタッフの

アドバイスを受けながら、初めての

半田付けやドリルによる穴あけなど

に挑み、電子オルゴールの製作を楽

まず、小型スピー力ーがマイクに

なることを知ってもらい、自分の声

が1秒間に何回振動しているかをシ

ンクロスコープに表示、また、声が

電気に変わる事を『楽しく』理解し

てもらいました。

通信の原点である「糸電話」。電線

を使った「糸電話」は初めてとの事。

小型スピー力-2個、電線と紙コッ

プを使い、電源なしで「もしもし」

「はいはい」と通話できる事に、子供

たちはもとより保護者も童心に返り

楽しんでいました。

その後、磁石と電気の関係をわか

りやすく説明し、なぜ「電線糸電話」

から声が聞こえたのか、手

回し発電機を回したらなぜ

しみました。

本学OBの大野一貫さんは、「わか

らないことはどんどん質問してくだ

さい。1年たつと、半田付けや工異

を使うことが上手になります」と述

べ、本学OBで友電会事務局長を務め

る情報通信工学部通信工学制の柴垣

佳明教授は、「大きくなったら立派

な技術者になるつもりで楽しんでも

らえると嬉しいです」と伝えまし

た。

(記事・写真ともに「母校ホームペー

ジ・ 2017.05. 22J掲載より)

LEDが点灯したのか、などについて

解説がありました。

また、教材を使いながら、 iANDJ回

路の説明をするなかで、「人と人が

つながると、モーターが回り、電灯

が点灯する」など、小学生が理解で

きるように説明していました。

同教室は友電会京都支部の活動の

一環として聞かれたもので、「電気

とは?Jを小学生が理解できるよう

に楽しく、面白く、笑いのある教室

となりました。

「日本の将来、みんなノーベル賞

受賞できるように頑張ってリと最

後の挨拶に、段安義彦支部長のお話

の後、解散としました。
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-トピックス

.都倉信樹元学長が「平成29年秋の叙 勲 」 受 章 す。瑞宝中綬章は、公務等に長年に

わたり従事し、成績を挙げた人物に

平成29年秋の叙勲において、都倉 贈られる勲章です。

信樹元学長が瑞宝中綬章を受章しま 都倉元学長は、第9代学長として

した。 2008年4月に就任し、 2012年3月ま

内閣府では、春秋叙勲として年2 での4年の問、本学の発展に尽力さ

回、国家文は公共に対し功労のある れました。

人物、社会の各分野における優れた (記事・写真ともに母校ホームペ一

行いのある人物などを表彰していま シ 12017.11. 05J掲載より)

• 1たけびし」 の 社 長 に 卒 業 生 ・ 小 倉氏が就任 日(1926年)に創業、資本金25億5400
万円(平成28年3月31日)。売り上

た。 げは(連結)712億67百万円 (2016
小倉氏は昭和57年(1982年)に工 年度)、総人員(連結)644人。

学部応用電子工学制を卒業、たけび 今回の役員異動について「たけび

しに入社。平成17年10月名古屋支 し」では、「業績の安定向上、事業基

庖長、平成23年4月経営戦略室副室 盤の強化が進む中、若返りを図り、

長、平成24年6月取締役執行役員・ 新たな経営体制の下で一層の企業

各種目機器、産業機械、情報シス 経営戦略室長、平成28年6月取締役 価値向上を目指し、飛躍を期すもの

テムなどを手掛ける商社で東証1部 常務執行役員・経営戦略室長を経て ですとしています。

上場の「株式会社たけびしJ(本社 ¥ます。滋賀県出身で57歳。今年6 小倉氏の知人の話では、小倉氏は

京都市右京区西京極豆田町29番地) 月28日に就任予定。藤原宏之社長は 学生時代は「準硬式野球部」に在籍

の新社長に母校卒業の小倉勇(おぐ 会長に就任します。 し、活躍していました。卒研は「清

ら いさむ)(K 18)氏が就任しまし 「たけぴし」は、大正15年4月24 水研」です。

• 1アイコム」の社長に卒業生・播磨正隆氏CF13) 社井上電機製作所(現アイコム株式

か)氏(F13:山口研究室)が、平成29 会社)に入社し、これまでにエンジ

年8月1日にアイコム株式会社代表 二アとしてご活躍され、多数の特許

取締役社長に就任します。 を出願しています。

同社は、世界でト ップクラスのア 【播磨正隆氏のご経歴〕

マチュア無線・業務無線の製造・販 播磨正隆氏(はりま・まさたか) 大

売メー力ーであり、現在ではWi-Fi 阪電気通信大学通信工学制卒。

環境を含めた総合通信機器・総合シ 1977年井上電機製作所(現アイコ

ステム企業の製造・販売を行ってい ム)入社。2017年6月から取締役ネッ

1977年(昭和52年)に母校を卒業 ます。 卜機器事業部部長。62歳。大阪府出

された、播磨正隆(はりままさた 播磨氏は、昭和52年4月に株式会 身。

.母校元教授・谷口一雄氏CE02)が 12017年度日本分析化学会学会功労賞」受賞

この賞は、公益社団法人日本分析 従事しながら、分析化学会の発展

化学会が表彰するもので、日本分析 に、特に分析機器の開発と普及活動

化学会及び分析化学の発展に多大な の観点から貢献し、その功績を評価

貢献をなした者で、 30年以上本会の されました。

会員であり、満55歳以上の人物に送

られる賞です。谷口元教授は、母校 (記事は母校ホームページ 12017.
においてX線分光学の教育・研究に 08.25J掲載より)
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友電会主催

「第40回卒研室対抗

ソフトボール大会J
優勝・準優勝・

3位(2チーム)の4チーム

@優勝した「西村合同研」

「友電会支部」

誕生
I/ ~ネルテ‘ イス力ッション」

の光景

Cil3位の「田中(宏)研」と「早坂研」
@準優勝の「疋田研」



魁幽

友電会では、「平成30年度通常総会・同窓会3団

体合同懇親会」を平成30年6月23日(土)に開催

します。会場は、母校・寝屋川キャンパスを予定

しています。

平成30年度は、友電会が「一般社団法人」を目

指しており、これにちなんでテーマを「新たなス

ター卜」とし、記念講演会、懇親会を催します。懇

親会は母校の教職員のOB会「緑樹(みどり)会」、

「クラブ同窓会」と合同で開くため、退職されて

いる思師など教職員、学生時代にクラブ活動を

していた多くの会員が参加します。会員諸氏に

おかれましては、会友をお誘いのうえ、ご家族

連れでご出席下さいますようお願いします。学

生の皆さんの出席(会費無料)も大歓迎します。

-テーマ 「新たなスタート」 -記念講演会

-日時平成30年6月23日(土)

・会場母校・寝屋川キャンパス

・会費 2，000円

(同伴者、学生、母校関係者、来賓は無料)

友電会ホームページ

総会時に「記念講演会」を予定しています。「出席者が聞き

たい」と思われる内容を検討中しています。お楽しみに0

.詳細につきましては、5月上旬発行予定の会誌「ゅうでんかい」

129号、友電会ホームページをご覧ください。

http//www. yudenkai. org/ 




